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「ふれ愛タクシー」が新たに登場しました

■ 

今
月
の
主
な
内
容

C
o
n
te
n
ts 33458121818

急
ご
う 

津
波
避
難
計
画
策
定

住
宅
の
耐
震
化 

補
助
し
ま
す

市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー 

改
修
完
了

地
域
お
こ
し
協
力
隊
募
集

特
集：

い
の
ち
を
守
る 

平
成
24
年
度
当
初
予
算

西
土
佐
地
域
の
新
庁
舎
建
設
　
　
　
　

市
民
病
院
新
任
医
師
紹
介

脳
ド
ッ
ク
検
診
費
用
助
成

▼▼▼▼▼▼▼▼
〝
ふ
れ
愛
号
〞
エ
リ
ア
拡
大

　

３
月
16
日
（
金
）
、
デ
マ
ン
ド
交
通
「
ふ
れ

愛
号
」
の
運
行
エ
リ
ア
拡
大
を
記
念
し
て
出

発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
３
月
か
ら
運
行
し
て
い
る
西
土
佐
、

後
川
エ
リ
ア
に
富
山
、
蕨
岡
エ
リ
ア
お
よ
び

岩
田
地
区
の
一
部
が
新
た
に
加
わ
り
、
乗
合

タ
ク
シ
ー
（
ふ
れ
愛
タ
ク
シ
ー
）
２
台
、
乗
合

ワ
ゴ
ン
（
ふ
れ
愛
号
）
１
台
を
追
加
整
備
し

ま
し
た
。

　

市
役
所
で
行
わ
れ
た
出
発
式
に
は
、
富
山
、

蕨
岡
地
区
の
住
民
代
表
や
交
通
事
業
者
な

ど
約
20
人
が
出
席
。

　

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
あ
と
、
住
民
ら
を
乗
せ

た
「
ふ
れ
愛
タ
ク
シ
ー
」「
ふ
れ
愛
号
」
が
新

し
い
運
行
エ
リ
ア
に
向
け
出
発
し
ま
し
た
。



注1）古津賀ふれあい会館は、「平和な湯」の北側です。    
注2）特定健診（生活習慣病健診）は、40歳以上の国保加入者で受診票又は受診券を送付している人および40歳以上の協会けんぽ等加入の被扶養者で市に事前に予約済みの人が対象です。 
※4月14日までの計画については、広報四万十3月号に掲載しています。    

【問い合わせ先】（本庁）保健介護課 0(34)1115　（総合支所）保健課 0(52)1132 

事　業　名

定例健康相談

乳幼児（赤ちゃん）相談

ママタッチ教室

離乳食相談

胃がん検診

医師による子育て相談　【要予約】

胃がん検診　

胸部レントゲン（肺がん検診）

胃がん検診

マム＆チルドレン

乳児健診

乳児・1歳6ヵ月児・3歳児健診

1歳9ヵ月児健診

胸部レントゲン（肺がん検診）

特定健診（生活習慣病健診）　注2

定例健康相談

出張健康相談

胸部レントゲン（肺がん検診）

マム＆チルドレン

3歳児健診

月　 日

4月16日（月）

4月17日（火）

4月19日（木）

4月20日（金）

4月24日（火）

4月25日（水）

4月26日（木）

4月27日（金）

5月2日（水）

5月7日（月）

5月9日（水）

5月11日（金）

該当地区

東山

東山

八束

東中筋

中筋

中筋

東山

時　　間

9:00～11:00

9:30～11:00　13:00～14:30

9:30～11:00

13:00～14:30

8:00～10:30

9:00～12:00　13:00～17:00

8:00～10:30

個別通知

8:00～10:00

10:00～11:30

12:50～13:30

受付 13:30～

12:50～13:30

個別通知

9:30～10:30　13:30～14:30

9:00～11:00

9:00～11:00

個別通知

10:00～11:30

12:50～13:30

場　　　所

西土佐分署横

健康管理センター

健康管理センター

健康管理センター

安並スポーツセンター

市役所 保健介護課

古津賀ふれあい会館　注1

八束地区

JA中村西部事業所

具同体育センター

健康管理センター

西土佐保健センター

健康管理センター

中筋地区

中筋小学校

西土佐分署横

JA高知はた西土佐支所

東山地区

具同体育センター

健康管理センター

４1年に1度は健診を

４
月
か
ら
各
種
が
ん
検
診
や

　
　
　
　
　
　
　
　

特
定
健
診
が
始
ま
り
ま
す

■
各
種
が
ん
検
診（
肺
が
ん
、胃
が
ん
、大
腸
が

ん
、前
立
腺
が
ん
、乳
が
ん
）

 

・
集
団
検
診
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。（
が
ん
検

診
推
進
事
業
を
除
く
）

 

・
が
ん
検
診
ご
と
に
対
象
者
の
性
別
や
年
齢

等
が
異
な
り
ま
す
。

 

・
事
前
申
込
の
あ
っ
た
人
に
対
し
て
、地
区
ご

と
に
集
団
検
診
の
実
施
時
期
に
あ
わ
せ
て
、

お
お
む
ね
２
週
間
前
に
受
診
票
を
個
人
通

知
し
ま
す
。

※
市
で
は
、今
後
も
検
診
日
程
に
よ
り
受
診

可
能
な
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、随
時
申

込
を
受
付
し
ま
す
。（
や
む
を
得
な
い
事

情
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、電
話
で
の
申
込

も
で
き
ま
す
）

■
が
ん
検
診
推
進
事
業（
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が

ん
・
大
腸
が
ん
検
診
）

 

・
対
象
は
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
で
左
記

の
年
齢
の
該
当
者

　

子
宮
頸
が
ん：

20
歳
、25
歳
、30
歳
、35
歳
、40

　
　
　
　
　 

歳
の
女
性

　

乳
が
ん：

40
歳
、45
歳
、50
歳
、55
歳
、60
歳
の
女
性

　

大
腸
が
ん：

40
歳
、45
歳
、50
歳
、55
歳
、60
歳

 
・
対
象
者
に
は
後
日
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
送

付
し
ま
す
。

　

（
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん：

６
月
頃
、大
腸
が

ん：
10
月
頃
）

※
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が
届
く
前
に
子
宮
頸

が
ん
・
乳
が
ん
検
診
を
受
診
予
定
の
人
は

下
記
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

 

・
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
は
集
団
検
診
の

ほ
か
、一
部
の
医
療
機
関
等
で
の
受
診
も
可

能
で
す
。

■
特
定
健
康
診
査（
生
活
習
慣
病
健
診
）

 

・
市
で
は
、４
月
１
日
以
降
継
続
し
て
国
保
に

加
入
し
て
い
る
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人

を
対
象
に
、
集
団
健
診
お
よ
び
個
別
健
診

（
医
療
機
関
で
の
受
診
）
に
よ
り
特
定
健
診

を
実
施
し
ま
す
。

 

・
対
象
者
に
は
、地
区
ご
と
に
集
団
健
診
の
実

施
時
期
に
あ
わ
せ
て
、受
診
券
を
個
人
通
知

し
ま
す
。（
申
込
不
要
）

 

・
集
団
健
診
の
日
程
以
前
に
個
別
健
診
や
人
間

ド
ッ
ク
の
受
診
を
希
望
す
る
人
は
、下
記
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。（
個
別
健
診
で
は
、

予
約
に
よ
り
医
療
機
関
の
診
療
日
・
診
療
時

間
内
に
受
診
で
き
ま
す
。ま
た
、一
部
の
人
間

ド
ッ
ク
実
施
機
関
で
は
、特
定
健
診
受
診
券

を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
人
間
ド
ッ
ク
を

お
安
く
受
診
で
き
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

 

・
平
成
24
年
度
は
、
集
団
健
診
、
個
別
健
診
と

も
に
（
国
保
に
加
入
し
て
い
る
）
全
て
の
対

象
者
の
健
診
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

 

・
特
定
健
診
の
受
診
結
果
に
よ
り
、生
活
習
慣

の
改
善
が
必
要
な
人
に
つ
い
て
は
、
保
健

師
・
管
理
栄
養
士
な
ど
が
無
料
で
生
活
習
慣

の
改
善
を
支
援
し
ま
す
。（
特
定
保
健
指
導
）

◇
検
診
（
健
診
）
な
ど
の
日
程
（
事
業
予
定
計

画
）
に
つ
い
て
は
、
市
広
報
の
保
健
カ
レ
ン

ダ
ー
や
、広
報
４
月
号
と
同
時
配
布
す
る
保

健
衛
生
事
業
計
画
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
相
談
窓
口
】

　

（
本
庁
）保
健
介
護
課 

☎（
３
４
）１
１
１
５

　

（
総
合
支
所
）保
健
課 

☎（
５
２
）１
１
３
２ 平

成
24
年
4
月
号

2



急
ご
う 

津
波
避
難
計
画
策
定 

下
田
・
八
束
地
区

急
ご
う 

津
波
避
難
計
画
策
定 

下
田
・
八
束
地
区

住
宅
の
耐
震
化 

補
助
し
ま
す

住
宅
の
耐
震
化 

補
助
し
ま
す

　

３
月
12
日(
月)
、
13
日(

火)

、
下
田
地
区
と
八

束
地
区
で
津
波
避
難
計
画
策
定
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
か
ら
は
、
市
長
を
は
じ
め
、
総
務
課
職
員
、

消
防
署
員
が
出
向
き
、
２
日
間
で
21
地
区
、
自

主
防
災
会
代
表
者
、
区
長
、
消
防
団
員
ら
約
60

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

南
海
地
震
に
備
え
て
、
各
地
区
の
避
難
路
や

避
難
場
所
を
見
直
し
、地
域
ご
と
の
津
波
避
難

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

こ
の
日
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、今
後
各

地
区
ご
と
に
行
っ
て
も
ら
う
作
業
方
法
に
つ

い
て
説
明
を
し
、
地
図
を
使
用
し
て
、
主
な
施

設
や
避
難
場
所
に
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
、そ
こ
に

至
る
避
難
路
を
記
入
す
る
方
法
や
、
避
難
す
る

際
の
危
険
な
場
所
に
印
を
つ
け
安
全
に
避
難

で
き
る
か
考
え
る
こ
と
な
ど
の
作
業
工
程
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
各
地
区
ご
と
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
２
回
程
度
開
催
し
、地
区
の
代
表
者
だ
け
で

な
く
、
幅
広
く
地
区
住
民
を
交
え
た
話
し
合
い

を
行
い
、
検
討
を
加
え
た
う
え
で
、
県
の
被
害

想
定
が
で
る
秋
ご
ろ
に
は
津
波
避
難
計
画
を

完
成
さ
せ
る
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】（
市
）
総
務
課 

防
災
対
策
係

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
５
）２
０
４
４

　

市
で
は
、住
宅
の
耐
震
化
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
住
宅
は
昭
和
56
年
５
月
31
日
ま
で
に
着
工
さ
れ
た
住
宅
で
、構
造（
平
屋
、２
階
建

て
な
ど
）は
問
い
ま
せ
ん
。こ
の
事
業
は
、診
断
↓
設
計
↓
改
修（
工
事
）の
順
に
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、木
造
以
外
の
住
宅（
鉄
骨
造
、混
構
造
な
ど
）も
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※

「
一
応
安
全
な
レ
ベ
ル
」と
は
、耐
震
診
断
士
に
よ
る
精
密
診
断
法
や
構
造
設
計
一
級
建
築
士
等

　

の
診
断
に
よ
り
、安
全
性
が
確
認
さ
れ
る
も
の
で
す
。

募
集
開
始
　

４
月
26
日（
木
）
　
　
　
　
　

受
付
時
間
　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分（
土
、日
、祝
日
を
除
く
）

　

※

申
し
込
み
が
右
記
の
募
集
件
数
に
達
し
た
場
合
、募
集
を
終
了
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】（
市
）総
務
課 

防
災
対
策
係
　

☎
　

(

３
５
）２
０
４
４

※ワークショップ：ここでは計画作りの共同作業のことを指す。

住
宅
耐
震
診
断
費
補
助
事
業

住
宅
耐
震
設
計
費
補
助
事
業

住
宅
耐
震
改
修
費
補
助
事
業

住
宅
の
地
震
に
対
す
る
耐
久
力
を

数
値
化
し
て
診
断
書
を
作
成
す
る

費
用
に
つ
い
て
補
助
し
ま
す
。

②
県
に
登
録
し
て
い
る
耐
震
診
断

　

士
が
診
断
を
行
う
こ
と
。

木
造
50
件

非
木
造
10
件

木
造
25
件

非
木
造
５
件

木
造
25
件

非
木
造
５
件

④
そ
の
他
、市
が
定
め
た
条
件

②
県
に
登
録
し
て
い
る
設
計
事
務

　

所
に
所
属
す
る
耐
震
診
断
士
が

　

耐
震
改
修
設
計
を
行
う
こ
と
。

③
耐
震
改
修
工
事
後
「
一
応
安
全

　

な
レ
ベ
ル
」
と
な
る
耐
震
改
修

　

設
計
で
あ
る
こ
と
。

③
耐
震
改
修
工
事
後
「
一
応
安
全

　

な
レ
ベ
ル
」
に
改
善
さ
れ
る
こ

　

と
。

②
県
に
登
録
し
て
い
る
工
務
店
が

　

耐
震
改
修
工
事
を
行
い
、
住
宅

　

の
所
有
者
が
選
任
し
た
耐
震
診

　

断
士
が
耐
震
改
修
工
事
の
現
場

　

確
認
等
を
実
施
す
る
も
の
。

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
ま
で
に
着

　

工
さ
れ
た
住
宅

①
市
補
助
事
業
に
よ
る
耐
震
診
断
の
結
果
、「
倒
壊
の
可
能
性
が
あ
る
」と

　

診
断
さ
れ
た
住
宅

１
戸
あ
た
り
上
限
３
万
円

１
戸
あ
た
り
上
限
90
万
円

補
助
率
２
／
３

１
戸
あ
た
り
上
限
20
万
円

耐
震
改
修
工
事
に
取
り
掛
か
る
前

に
必
要
と
な
る
耐
震
改
修
設
計
費

（
精
密
診
断
や
設
計
書
作
成
な
ど

の
経
費
）の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

市
の
補
助
事
業
に
よ
る
耐
震
診
断

の
結
果
、「
倒
壊
の
可
能
性
が
あ

る
」
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
を
「
一
応

安
全
な
レ
ベ
ル
」
に
す
る
耐
震
改

修
工
事
に
対
し
て
補
助
し
ま
す
。

概要補助額募集件数 補助対象要件

平
成
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年
4
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昨
年
３
月
24
日
か
ら
運
行
を
開
始
し
て
い

る
四
万
十
市
デ
マ
ン
ド
交
通「
ふ
れ
愛
号
」の

運
行
エ
リ
ア
を
、３
月
17
日（
土
）か
ら
富

山
、蕨
岡
地
区
お
よ
び
岩
田
地
区
の
一
部
に

拡
大
し
〝
ふ
れ
愛
号
・
ふ
れ
愛
タ
ク
シ
ー
〞

と
し
て
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

運
行
開
始
の
前
日
16
日（
金
）に
は
、拡
大

運
行
を
記
念
し
、出
発
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

富
山
、蕨
岡
地
区
の
代
表
者
を
お
迎
え

し
、市
役
所
本
庁
舎
前
駐
車
場
で
、市
長
か
ら

の
あ
い
さ
つ
、市
長
、市
議
会
議
長
、富
山
・
蕨

岡
地
区
の
代
表
者
、交
通
事
業
者
に
よ
る
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、「
ふ
れ
愛
号
・
ふ
れ
愛
タ

ク
シ
ー
」が
出
発
し
、地
元
の
方
に
試
乗
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

中
山
間
地
域
で
は
、今
後
ま
す
ま
す
高
齢

化
が
進
む
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。高

齢
者
を
始
め
市
民
の
日
常
生
活
の
足
と
し

て
、安
心
し
て
利
用
し
や
す
い
交
通
手
段
と

な
る
よ
う
、運
行
開
始
後
も
評
価
検
証
を
加

え
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、ご
利
用
し
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、ご
意
見
や
ご
感
想
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
声

●
東
富
山
エ
リ
ア 
60
代
男
性

　

ふ
れ
愛
タ
ク
シ
ー
で
毎
日
中
村
地
域
の
病

院
に
通
っ
て
い
る
。路
線
バ
ス
か
ら
ふ
れ
愛

タ
ク
シ
ー
に
か
わ
り
自
宅
前
ま
で
来
て
く
れ

る
こ
と
で
便
利
に
な
っ
た
。

●
西
富
山
エ
リ
ア 

60
代
女
性

　

ふ
れ
愛
号
で
、週
２
回
中
村
地
域
の
病
院

に
通
い
、買
い
物
を
し
て
帰
っ
て
い
る
。路
線

バ
ス
よ
り
便
利
が
よ
く
、電
話
予
約
も
簡
単

に
で
き
る
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
　

庁
）企
画
広
報
課 

企
画
調
整
係
　

　
　
　
　

0（
３
４
）１
１
２
９

デ
マ
ン
ド
交
通
　

““

　
ふ
れ
愛
号
・
ふ
れ
愛
タ
ク
シ
ー
　
出
発
！

デ
マ
ン
ド
交
通
　

““

　
ふ
れ
愛
号
・
ふ
れ
愛
タ
ク
シ
ー
　
出
発
！

　

よ
り
多
く
の
皆
さ
ま
に
来
て
い
た
だ

き
、「
地
域
の
デ
パ
ー
ト
」
と
し
て
気
軽
に

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
庁
舎
と
な
る
よ
う

玄
関
ロ
ビ
ー
を
衣
替
え
し
ま
し
た
。
　

　

源
流
の
森
へ
と
誘
う
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、

静
か
な
森
の
中
の
映
像
や
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
か

ら
聞
こ
え
る
谷
川
の
音
は
、
四
万
十
川
下

流
の
町
に
住
む
わ
た
し
た
ち
こ
そ
上
流
の

森
に
想
い
を
馳
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で

す
。

　

併
せ
て
天
然
四
万
十
ヒ
ノ
キ
の
大
木
の

柱
（
樹
齢
推
定
２
０
０
年
）
や
テ
ー
ブ
ル
、

ベ
ン
チ
を
配
し
、来
訪
者
の
憩
い
の
場
、四

万
十
市
ら
し
さ
を
実
感
で
き
る
空
間
と
し

て
、皆
さ
ま
を
お
迎
え
し
ま
す
。

　

な
お
、こ
の
改
修
に
は
、ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
、
四
万
十
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
寄

附
金
及
び
高
知
県
木
の
香
る
ま
ち
づ
く
り

推
進
事
業
費
補
助
金
等
を
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ご
意
見
箱
を
設
置
し
ま
し
た

　

玄
関
ロ
ビ
ー
脇
に
四
万
十
ヒ
ノ
キ
で
作

ら
れ
た
ご
意
見
箱
を
４
月
か
ら
設
置
し
ま

し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
市
政
に
対
す
る
ご

意
見
・
ご
要
望
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
く
手

段
と
し
て
、
広
聴
メ
ー
ル
と
広
聴

フ
ァ
ッ
ク
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
意
見
箱

も
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ら
に
ご
意

見
等
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
や
す
く
な
り
ま

す
。

　

ご
意
見
箱
は
、
西
土
佐
総
合
支
所
玄
関

ホ
ー
ル
に
も
設
置
し
ま
す
。

　

ど
ち
ら
も
記
入
用
紙
を
ご
意
見
箱
の
横

に
用
意
し
て
い
ま
す
が
、
他
の
用
紙
で
も

投
書
は
可
能
で
す
。

”

“

”

“

【問い合わせ先】・玄関ロビー（市）総務課 行政管理係　　　☎（34）1804
　　　　　　　・ご意見箱　（市）企画広報課 広報公聴係　☎（34）1810

市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー 

改
修
完
了

市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー 

改
修
完
了

平
成
24
年
4
月
号
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地
域
お
こ
し
協
力
隊（
ふ
る
さ
と
応
援
隊
）募
集

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

※
詳
し
い
内
容
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

し
て
い
ま
す
。

〒
7
8
7-

1
6
0
1

四
万
十
市
西
土
佐
江
川
崎
2
4
4
5-

2

四
万
十
市
西
土
佐
総
合
支
所

　

地
域
企
画
課
地
域
振
興
係

0
0
8
8
0（
5
2
）1
1
1
1

E
m
a
il:n
-tiik

i@
city

.sh
im
a
n
to
.lg
.jp

都
市
圏
等
に
お
住
ま
い
の
、Ｉ
タ
ー
ン
、Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　

四
万
十
市
で
は
市
外
の
都
市
地
域（
条
件
不
利

地
域
を
含
ま
な
い
都
市
地
域
）に
住
民
票
が
あ
る

人
で
、本
市
の
中
山
間
地
域
の
活
性
化
に
意
欲
が

あ
る
人
を
、地
域
お
こ
し
協
力
隊（
ふ
る
さ
と
応
援

隊
）と
し
て
募
集
し
ま
す
。

　

■
募
集
人
員
　

非
常
勤
職
員
３
人
程
度

■
応
募
資
格

●
住
民
票
が
応
募
時
に
都
市
地
域
等（
条
件
不
利
地

域
を
含
ま
な
い
市
町
村
）に
あ
り
、任
命
後
、本
市

の
中
山
間
地
域
に
住
民
票
を
異
動
さ
せ
、そ
こ
で

生
活
で
き
る
人（
集
落
は
市
で
決
め
ま
す
）

　

※
高
知
県
内
で
都
市
地
域
等
に
該
当
す
る
市
町

　
　

村
は
土
佐
市
と
日
高
村
の
み
で
す
。

●
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
、20
歳
〜
65
歳
ま
で

　

の
人

●
協
力
隊
終
了
後
も
本
市
の
中
山
間
地
域
に
定
住

　

す
る
意
思
の
あ
る
人

●
土
、日
お
よ
び
祝
日
の
勤
務
、夜
間
の
会
合
参
加

　

な
ど
、不
規
則
な
勤
務
に
対
応
で
き
る
人

■
活
動
内
容

●
地
域
活
性
化
に
励
む
、集
落
お
よ
び
団
体
等
へ

　

の
協
力
活
動

●
市
が
取
り
組
む
、地
域
づ
く
り
支
援
職
員
や
集

　

落
再
生
事
業
の
サ
ポ
ー
ト

●
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー（
支
え
合
い
の
仕
組
み
づ

　

く
り
）設
置
へ
の
協
力

●
そ
の
他
、中
山
間
地
域
の
地
域
振
興
に
資
す
る

　

活
動

■
雇
用
期
間

　

平
成
24
年
８
月
１
日
〜
平
成
25
年
３
月
31
日

　

（
そ
れ
以
降
は
年
度
ご
と
の
再
任
と
し
、最
長
３
年
間)

■
報 

酬 

等

　

月
額
1
5
6
0
0
0
円
〜
1
6
6
3
0
0
円

　

（
通
勤
手
当
込
み
）

※
社
会
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

■
勤
務
時
間

　

１
日
７
時
間
15
分
の
週
４
日
間
勤
務

■
応
募
手
続

●
受
付
期
間

　

５
月
９
日（
水
）必
着
　

　

※
郵
送
で
受
付
。提
出
し
た
書
類
は
返
却
し
ま

　

せ
ん
。

●
提
出
書
類

①
履
歴
書（
市
販
の
も
の
で
可
、写
真
添
付
）簡
単

　

な
応
募
動
機（
別
紙
可
で
氏
名
記
入
）

②
作
文

：
題
名「
四
万
十
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

と
し
て
活
か
し
た
い
私
の
能
力
」（
Ａ
４
サ
イ

　

ズ
で
書
式
自
由
、
1
千
文
字
程
度
、パ
ソ
コ
ン

　

可
、住
所
氏
名
を
記
入
）

■
採
用
ま
で

●
１
次
審
査：

書
類
選
考（
５
月
下
旬
）

●
２
次
審
査：

面
接（
６
月
中
旬
）

●
最
終
結
果
報
告：

６
月
下
旬

　

市
で
は
、潜
在
す
る
地
域
資
源
等
を
活

か
し
た
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
集
落

を
支
援
す
る「
地
域
集
落
再
生
事
業
」

を
、昨
年
度
か
ら
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

モ
デ
ル
地
区
で
あ
る
中
組
地
区
の
地

域
資
源
と
し
て
発
掘
さ
れ
た「
ふ
わ
ふ
わ

と
う
ふ
」に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
ま
す
。

■
外
販
研
修

　

２
月
21
日（
火
）、愛
媛
県
松
山
市
の
大

街
道
商
店
街
で
、四
万
十
の
山
問
屋「
山

間
屋
」の
協
力
の
も
と
、約
1
7
0
人
に

ふ
わ
ふ
わ
と
う
ふ
の
試
食
配
布
を
行
い

ま
し
た
。

　

試
食
し
た
人
の
約
60
％
か
ら
ア
ン
ケ

ー
ト
を
回
収
し
、そ
の
う
ち
の
約
95
％
か

ら「
美
味
し
い
」と
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ふ
わ
ふ
わ

と
う
ふ
の
商

品

化

も「
小

さ
な
経
済
」

の
一
つ
と
し

て
、今

後

の

商
品
展
開
な

ど
も
視
野
に

入
れ
て
取
り

組
ん
で
い
く

予
定
で
す
。

■
と
う
ふ
づ
く
り
体
験
交
流
会

　

２
月
29
日（
水
）、地
域
づ
く
り
を
実
践

し
て
い
る
黒
潮
町
の「
で
あ
い
の
里
蜷

川
」グ
ル
ー
プ
を
招
い
て
、初
め
て
の
体

験
交
流
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

石
臼
で
大
豆
を
挽
き
、大
き
な
釜
で
つ

く
る
ふ
わ
ふ
わ
と
う
ふ
に
は
、蜷
川
の
皆

さ
ん
も
興
味
津
々
で
、「
今
後
も
と
う
ふ

づ
く
り
を
交
流
体
験
と
し
て
ぜ
ひ
実
施

し
て
く
だ
さ
い
」と
激
励
ま
で
受
け
ま
し

た
。

　

交
流
人
口
の

増
加
に
つ
な
げ

る
た
め
に
、今
後

も
こ
の
よ
う
な

活
動
を
展
開
し

て
い
く
予
定
で

す
。

　

中
組
地
区
で
発
掘
さ
れ
た
地
域
資
源

の「
と
う
ふ
の
食
文
化
」。安
定
的
な「
小

さ
な
経
済
」の
創
出
と
し
て
、ま
ず
は
学

校
給
食
へ
と
う
ふ
の
供
給
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
総
合
支
所
）地
域
企
画
課 

地
域
振
興
係

　
　
　
　
　
　

0（
５
２
）１
１
１
１
　

地
域
集
落
再
生
事
業 

モ
デ
ル
地
区（
西
土
佐
中
組
）

地
域
資
源（
ふ
わ
ふ
わ
と
う
ふ
）
を
活
用
し
た
取
り
組
み

地
域
集
落
再
生
事
業 

モ
デ
ル
地
区（
西
土
佐
中
組
）

地
域
資
源（
ふ
わ
ふ
わ
と
う
ふ
）
を
活
用
し
た
取
り
組
み

ひとがつながる体験交流

ふわふわ、おいしいですよ～

平
成
24
年
4
月
号
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市
で
は
環
境
保
全
効
果
の
高
い
営
農
活
動
の
取
り
組
み

に
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

支

援

の

対

象

者

　

市
内
に
ほ
場
が
あ
り
、
販
売
を
目
的
と
し
た
生
産
を
行

う
農
業
者
や
共
同
販
売
経
理
を
行
う
集
落
営
農
、
農
業
者

グ
ル
ー
プ

　

支
援
の
対
象
と
な
る
取
り
組
み

（
1
）、（
2
）の
い
ず
れ
か
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

（
１
）県
が
定
め
て
い
る
５
割
低
減
へ
の
取
り
組
み
、
エ
コ

　
　

フ
ァ
ー
マ
ー
の
認
定
の
ほ
か
次
の
①
〜
③
い
ず
れ
か

　
　

の
取
り
組
み
が
必
要
。

　

①
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ（
緑
肥
等
）の
作
付

　
　

５
割
低
減
の
取
り
組
み
を
行
う
作
物
の
前
後
で
緑
肥

　

（
レ
ン
ゲ
や
菜
の
花
）等
の
作
付

　

②
リ
ビ
ン
グ
マ
ル
チ
ま
た
は
草
生
栽
培

　
　

リ
ビ
ン
グ
マ
ル
チ

：

５
割
低
減
の
取
り
組
み
を
行
う
作

　
　

物
の
畝
間
へ
麦
類
、牧
草
等
の
作
付

　
　

草
　

生
　

栽
　

培

：

５
割
低
減
の
取
り
組
み
を
行
う
園

　
   

地
に
麦
類
、牧
草
等
の
作
付

　

③
冬
期
湛
水
管
理

　
　

冬
期
の
水
田
に
２
ヶ
月
以
上
水
を
張
る
取
り
組
み

（
２
）有
機
農
業
の
取
り
組
み

化
学
肥
料
、農
薬
を
使
用
し
な
い
取
り
組
み

　

補

助

金

額

取
組
面
積
10
a
当
た
り
最
大
８
千
円

　

申

請

期

間　

４
月
２
日（
月
）〜
６
月
29
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市
）農
業
課 

農
業
振
興
係
　

0（
３
４
）１
１
１
７

環
境
保
全
型

農
業
直
接
支
払
交
付
金

　

天
神
橋
商
店
街
の
空
き

店
舗
を
活
用
し
た
チ
ャ
レ

ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
Ｔ
Ｊ
Ｂ

（
テ
ィ
ー
・
ジ
ェ
イ
・
ビ
ー
）

が
３
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン

し
、
翌
２
日
に
記
念
式
典

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

と
は
、
一
定
期
間
お
店
を

開
業
し
、
経
営
の
ノ
ウ
ハ

ウ
等
を
習
得
し
て
も
ら
う

店
舗
で
す
。新
し
く
お
店
を
持
ち
た
い
と
考
え
て
い
る
人
や
、

現
在
の
お
店
の
業
種
や
業
態
を
変
え
て
み
た
い
と
考
え
て

い
る
人
が
、お
試
し
期
間
と
し
て
半
年
間（
最
長
１
年
間
）営

業
し
、チ
ャ
レ
ン
ジ
終
了
後
は
商
店
街
内
で
新
規
創
業
を
目

指
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

店
内
は
３
店
舗
が
経
営
で
き
る
よ
う
に
区
切
ら
れ
て
お

り
、ま
ず
は
２
店
が
開
業
し
ま
し
た
。残
る
１
店
舗
に
つ
い

て
は
引
き
続
き
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

場
　
　

所
　

中
村
天
神
橋
54（
旧
大
丸
ワ
ー
ル
ド
サ
ロ
ン
）

　

営
業
時
間
　

10
時
〜
19
時

　

定

休

日
　

水
曜
日

　

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
Ｔ
Ｊ
Ｂ
事
務
局

　
　

天
神
橋
商
店
街
振
興
組
合（
担
当：

田
中
・
深
瀬
）

　
　

☎（
３
５
）２
０
１
９
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　

Ｔ
Ｊ
Ｂ
が
オ
ー
プ
ン

平成24年度 農業者戸別所得補償制度の受付が始まります
■農業者戸別所得補償とは
　販売価格が生産費を恒常的に下回っている作物を対象に、その差額を交付することにより、農業経営の安定と
　国内生産力の確保を図るものです。交付金は作付面積に応じて支払われます。
■対象者および主な対象作物
　・生産数量目標の範囲内で主食用米を生産販売する農業者。
　・水田で飼料用米、米粉用米、地域の振興作物等を生産販売する農業者。

■受付日程

【問い合わせ先】　高知地域センター　☎０８８（８７５）２１５１
　　　　　　　　(本庁)農業課 ☎（３４）１１１７　(総合支所)産業建設課 ☎（５２）１１１１

日　　程

５月７日（月）

８日（火）

９日（水）

10日（木）

11日（金）

13日（日）

受付時間

1回目：14時～

2回目：18時～

対象地区

下田・八束地区

後川・大川筋地区

富山・蕨岡地区

中筋・東中筋地区

東山・具同・中村

全地域

受付場所

四万十農園あぐりっこ会議室（竹島4294-1）

JA高知はた中村北部出張所2階会議室（岩田3）

JA高知はた中村東部出張所2階会議室（蕨岡甲314）

JA高知はた中村西部出張所2階会議室（国見581）

JA高知はた本所3階中ホール（右山五月町7-40）
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地
球
温
暖
化
防
止
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
推
進
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
者

 

・ 

自
ら
が
居
住
す
る
市
内
の
住
宅
に
シ
ス
テ
ム

　

を
設
置
す
る
人

 

・ 

自
ら
が
居
住
す
る
た
め
に
市
内
の
シ
ス
テ
ム

　

付
き
新
築
住
宅
を
購
入
す
る
人

※
た
だ
し
、
自
ら
が
電
力
会
社
と
電
灯
契
約
を

　

結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
人
で
、
市
税
の
滞
納
が

　

な
い
人
な
ど
条
件
が
あ
り
ま
す
。

■
補
助
金
額

　

出
力
１
kw
あ
た
り
３
万
円（
上
限
12
万
円
）

　

予
算
額
は
５
８
０
万
円

※
四
万
十
市
産
材
利
用
促
進
事
業
補
助
金
確

　

定
者
に
は
補
助
金

　

額
の
上
乗
せ
等
が

　

あ
り
ま
す
。
詳
し
く

　

は
左
記
ま
で
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

住宅用太陽光発電システム設置費補助

生ごみ処理機、紙用シュレッダー購入費補助

ご
み
減
量
、リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
者

四
万
十
市
民
も
し
く
は
四
万
十
市
内
の
事
業
者

■
対
象
機
器
お
よ
び
補
助
金
額

・ 

電
気
式
生
ご
み
処
理
機

　

３
万
円
以
上
の
機
器
に
対
し
て
１
／
２
補
助

　

（
上
限
３
万
円
）

・ 

生
ご
み
堆
肥
化
容
器

　

５
千
円
以
上
の
容
器
に
対
し
て
１
／
２
補
助

　

（
上
限
５
千
円
）

・ 

紙
用
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー

　

１
万
円
以
上
の
機
器
に
対
し
て
一
律
５
千
円

　

※
購
入
は
四
万
十
市
内
の
店
舗
に
限
り
ま
す
。

生ごみ堆肥化容器

■
申
請
方
法

　

申
請
書
に
必
要
な
書
類
を
添
付
し
て

（
市
）
環
境
生
活
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。先
着
順
に
て
受
付
し
ま
す
。

　

申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、（
市
）環
境
生
活
課
ま
で

取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
開
始

　

４
月
16
日（
月
）８
時
30
分
か
ら
受
付
を
始
め
ま
す
。

　

申
請
は
、工
事
を
開
始
す
る
前
、
ま
た
は
機
器
を
購

入
す
る
前
に
な
り
ま
す
。
事
後
申
請
で
は
補
助
金
が

交
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】

（
市
）環
境
生
活
課
　

☎（
３
４
）６
１
２
６

　四万十市には、レジ袋無料配布中止店舗（レジ袋有料化店舗）とは別に、

レジ袋削減協力店があります。協力店とは、レジ袋削減のための声かけ運

動などにより、マイバッグを推進している店舗です。

　協力店には募金箱を設置し、レジ袋を受け取った人にレジ袋代を任意で

募金していただいています。いただいた募金は四万十川清流保全基金に寄

付し、こどもの環境学習や環境保全等に活用しています。

■協力店
中村スーパーマーケットアピアさつき店、街の冷蔵庫（京町店、平田店）、マルナカ中村一条店、右山センター、
さつき薬局、JAグリーンはた中村店、いちじょこさん市場、中村くらしを見直す会、パンのピノキオ、ドコモ
ショップ四万十東店、スリーエフ中村大橋通店、スリーエフ中村天神橋店、スリーエフ中村東町店、スリーエ
フ具同バイパス店、スリーエフ古津賀西店、スリーエフ中村竹島店、サークルK四万十大橋通店、高畑酒店、ふ
るさと市場、下村商店、山﨑商店、森下酒店、酒井商店、藤原商店、柴商店、佐竹商店、山口商店、岡村酒店、大宮
産業

■新規協力店
物産館　サンリバー四万十、ＡＩＲ有岡店、サンクス（四万十具同バイパス店、中村具同店、四万十古津賀店）、
ローソン（四万十古津賀店、四万十インター店）、ホームセンターマルニ四万十店、ホームセンターマルニクエ
スト古津賀店、ショッピングセンターデイズ

レジ袋削減協力店が増えました

【問い合わせ先】　（市）環境生活課 環境係　☎（３４）６１２６
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人　件　費

36億2,328万1千円

扶　助　費
31億4,113万4千円

公　債　費
32億1,372万7千円

普通建設事業費
17億1,775万5千円

物　件　費
23億2,439万1千円

補助費等

23億3,256万5千円

繰　出　金
20億6,457万8千円

その他
4億956万4千円

その他
4億956万4千円

人　件　費

35億5,881万円

扶　助　費
30億4,682万7千円

公　債　費
28億3,958万円

普通建設事業費
23億9,008万3千円

繰　出　金
19億4,026万8千円

補助費等
22億5,404万2千円

物　件　費
26億4,475万8千円

災害復旧事業費
1億5,363万円
災害復旧事業費
1億5,363万円

その他
15億3,900万2千円

特集

【一般会計歳出（性質別）】

区　　　　　分
平成24年度
予　算　額

伸率
（％）

5千円

万3千円

■
概
要

　

平
成
24
年
度
当
初
予
算
は
、
市
民
の
「
い
の
ち
を
守
る
」

た
め
に
、
地
域
防
災
力
の
強
化
を
最
重
要
課
題
と
位
置
付

け
る
と
と
も
に
、
市
民
の
不
安
の
根
源
で
あ
る
雇
用
の
確

保
を
意
識
し
な
が
ら
編
成
し
ま
し
た
。

　

予
算
規
模
は
、
一
般
会
計
で
１
９
０
億
４
０
０
０
万

円
、
特
別
会
計
（
14
会
計
）
で
１
０
５
億
６
５
３
６
万
円
、

企
業
会
計
（
２
会
計
）
で
30
億
８
６
９
３
万
円
で
、
各
会
計

間
の
重
複
を
控
除
し
た
総
額
は
３
０
８
億
２
０
６
万
円

と
な
り
ま
す
。

■
一
般
会
計

　

一
般
会
計
は
前
年
度
比
６
・
５
％
の
減
と
な
り
ま
し

た
が
、前
年
度
は
、庁
舎
建
設
基
金
廃
止
分
の
積
立
金
を

計
上
し
て
お
り
、そ
れ
を
除
く
と
０
・
６
％
の
若
干
の
減

で
す
。

　

普
通
建
設
事
業
は
、
川
﨑
小
学
校
増
築
等
の
事
業
完

了
な
ど
に
よ
り
前
年
度
比
28
・
１
％
の
大
幅
な
減
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
中
村
小
学
校
の
校
舎
改
築
工
事
や

小
中
学
校
３
校
の
校
舎
耐
震
補
強
工
事
を
平
成
23
年
度

の
補
正
予
算
に
前
倒
し
計
上
し
た
こ
と
が
影
響
し
て
い

ま
す
。
前
倒
し
分
も
加
え
ま
す
と
、
実
質
的
に
は
14
・

４
％
の
増
と
な
り
、
事
業
量
の
確
保
と
と
も
に
、
地
震
・

津
波
対
策
の
強
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

〔解説〕※主な性質別の増減

普通建設事業費：川﨑小増築等

　　　　　　　　　△4億7,983万2千円減

　　　　　　　　中村小改築

　　　　　　　　　△1億3,567万3千円減

物件費：緊急雇用創出事業

　　　　　△4,474万9千円減

　　　　ふるさと雇用再生事業

　　　　　△1億9,502万7千円減

公債費：繰上償還元金 5億2,649万7千円増

その他：減債基金積立金(庁舎建設基金廃止分)

　　　　　△12億1,435万7千円減

－平成24年度当初予算 総額308億円－

いのちを守る
国 民 健 康 保 険 事 業 勘 定

国民健康保険診療施設勘定

奥屋内へき地出張診療所

後 期 高 齢 者 医 療

下 水 道 事 業

と 畜 場

幡多公設地方卸売市場事業

住宅新築資金等貸付事業

鉄 道 経 営 助 成 基 金

農 業 集 落 排 水 事 業

幡多中央介護認定審査会

介 護 保 険 保 険 事 業 勘 定

園 芸 作 物 価 格 安 定 事 業

簡 易 水 道 事 業

水 道 事 業

病 院 事 業

一 般 会 計

合計 (各会計間の重複額除く )

190億4,000万円

105億6,536万円

42億6,641万円

2億9,276万円

681万円

4億8,193万円

9億1,727万円

3億  269万円

1,940万円

113万円

3億2,198万円

4,810万円

682万円

33億1,521万円

2,810万円

5億5,675万円

30億8,693万円

7億  873万円

23億7,820万円

308億  206万円

△ 6.5

0.4

3.3

△ 34.1

△ 31.9

9.2

△ 14.6

15.4

△ 5.5

△ 40.5

△ 3.3

2.2

8.4

2.8

0.0

11.2

4.9

9.5

3.6

△ 4.1

特 　 別 　 会 　 計（ 1 4 会 計 ）

企 　 業 　 会 　 計（ 2 会 計 ）

0

50

100

150

200

平成24年度

190億4,000万円

平成23年度

203億6,700万円

2億1,300万
5千円

災害復旧事業費災害復旧事業費
2億1,300万
5千円

【一般会計歳入】

【一般会計歳出（目的別）】

％

％

17

その他

市　税
36億1,489万1千円

19.0％ 繰入金
7億2,420万
4千円
3.8％

繰入金
7億2,420万
4千円
3.8％

自主財源
53億366万7千円

27.9％

自主財源
53億366万7千円

27.9％

依存財源
137億3,633万3千円

72.1％

依存財源
137億3,633万3千円

72.1％

その他
9億6,457万
2千円
5.1％

その他
9億6,457万
2千円
5.1％

地方交付税
78億9,724万2千円

41.5％

地方交付税
78億9,724万2千円

41.5％

市　債
14億8,680万円

7.8％

市　債
14億8,680万円

7.8％

その他
6億5,778万円
3.4％

歳　入

歳　出
(目的別)

国・県支出金
36億9,451万
1千円
19.4％

国・県支出金
36億9,451万
1千円
19.4％

総務費
22億4，177万円

11.8％

民生費
62億4，912万9千円

32.8％

衛生費
20億2,061万3千円
10.6％

農林水産業費
8億7,418万7千円
4.6％

商工費
3億38万9千円
1.6％

土木費
14億2,060万6千円
7.5％

消防費
6億8,662万6千円
3.6％

教育費
16億827万2千円

8.4％

公債費
32億1,156万2千円

16.9％

公債費
32億1,156万2千円

16.9％
災害復旧費
2億1,300万5千円
1.1％

議会費ほか
2億1,384万1千円
1.1％
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次
の
６
項
目
の
方
向
性
に
基
づ
い
て
、
必
要

な
各
種
施
策
に
優
先
的
に
財
源
を
配
分
し
ま
し

た
。項
目
ご
と
の
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

　

※
 

新 

は
今
年
度
新
規
の
事
業
と
な
り
ま
す

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
ー
地
域
防
災

地
震
津
波
対
策
事
業【
３
４
７
７
万
２
千
円
】

　

津
波
避
難
路
の
整
備
や
津
波
避
難
計
画
の
作

成
な
ど
、
津
波
か
ら
市
民
の
命
を
守
る
対
策
を

進
め
ま
す
。

地
域
防
災
体
制
整
備【
９
９
９
万
７
千
円
】

　

地
震
災
害
に
強
い
組
織
を
つ
く
る
対
策
と
し

て
、自
主
防
災
組
織
の
活
動
支
援
や
体
制
強
化
、

消
防
団
の
資
機
材
の
購
入
な
ど
を
行
い
ま
す
。

住
宅
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
耐
震

対
策
助
成
事
業【
３
５
９
５
万
円
】

　

建
物
の
倒
壊
か
ら
市
民
の
命
を
守
る
対
策
と

し
て
、
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
、
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
耐
震
化
へ
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

学
校
施
設
・
保
育
施
設
耐
震
化

【
４
３
７
９
万
６
千
円
】

　

西
土
佐
中
学
校
校
舎
の
耐
震
補
強
設
計
、
下

田
・
八
束
・
蕨
岡
中
学
校
体
育
館
改
築
の
実
施
設

計
の
ほ
か
、
具
同
・
中
筋
保
育
所
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
耐
震
診
断
を
行
い
、
公
共
施
設
の

耐
震
化
を
推
進
し
ま
す
。

新 

Ｉ
Ｐ
告
知
屋
外
放
送
シ
ス
テ
ム
整
備

【
２
７
９
２
万
３
千
円
】

　

西
土
佐
地
域
で
、
屋
外
で
も
行
政
情
報
や
防

災
情
報
が
聞
き
取
れ
る
よ
う
に
Ｉ
Ｐ
告
知
屋
外

放
送
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
ー
環
境
・
基
盤
整
備

ふ
る
さ
と
暮
ら
し
支
援
事
業

【
２
９
０
０
万
円
】

　

地
域
の
活
性
化
と
住
み
よ
い
環
境
整
備
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
地
域
が
実
施
す
る
集
会
所

や
生
活
道
、
農
林
道
整
備
等
に
対
し
て
助
成
を

行
い
ま
す
。

中
山
間
地
域
生
活
支
援
事
業

【
７
５
７
１
万
６
千
円
】

　

三
里
地
区
の
水
道
施
設
の
整
備
に
対
す
る
支

援
を
行
い
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
交
通
運
行【
４
２
７
０
万
２
千
円
】

　

本
年
度
よ
り
富
山
・
蕨
岡
地
区
へ
運
行
エ
リ

ア
を
拡
大
し
、
市
役
所
へ
の
乗
り
入
れ
な
ど
利

便
性
の
向
上
も
図
り
ま
す
。

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
整
備

【
５
８
０
万
円
】

　

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て
、
一

般
家
庭
へ
の
設
置
普
及
を
目
的
と
し
た
補
助
制

度
で
す
。本
年
度
は
補
助
枠
の
拡
大
と
あ
わ
せ
、

補
助
メ
ニ
ュ
ー
の
追
加
も
行
い
ま
す
。

総
合
支
所
・
消
防
分
署
庁
舎
建
設
事
業

【
１
９
５
７
万
４
千
円
】

　

防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
の
ほ
か
、
市
民
が

気
軽
に
訪
れ
ら
れ
る
よ
う
な
庁
舎
の
建
設
を
進

め
ま
す
。

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
ー
雇
用
・
産
業
振
興

緊
急
雇
用
創
出
臨
時
特
例
基
金
事
業

　

【
33
事
業
　

１
億
８
２
４
８
万
８
千
円
】

　

短
期
間
の
雇
用
と
就
業
機
会
を
創
出
し
ま
す
。

　

※

新
規
の
失
業
者
の
べ
１
０
２
人
雇
用
予
定

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業

　

【
２
事
業
　

１
０
５
０
万
７
千
円
】

　

継
続
的
な
雇
用
機
会
を
創
出
し
ま
す
。

　

※

新
規
の
失
業
者
の
べ
４
人
雇
用
予
定

新 

産
業
振
興
推
進
ふ
る
さ
と
雇
用
事
業

　

【
13
事
業
　

９
１
６
６
万
１
千
円
】

　

23
年
度
で
終
了
す
る（
一
部
除
く
）ふ
る
さ
と

雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業
を
継
続
し
て
支
援
し

ま
す
。

新 

道
の
駅
情
報
発
信
拠
点
施
設
整
備

【
９
３
０
万
５
千
円
】

　

西
土
佐
地
域
の
農
林
水
産
物
や
加
工
品
、
観

光
資
源
な
ど
の
地
域
資
源
の
販
売
、
情
報
発
信

の
拠
点
施
設
と
し
て
道
の
駅
を
整
備
し
ま
す
。

新 

大
用
地
域
農
業
水
利
施
設
保
全
整
備
　
　

【
３
０
０
０
万
円
】

　

大
用
地
区
の
用
水
路
の
機
能
保
全
対
策
と
し

て
、管
路
の
布
設
を
行
い
ま
す
。

健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り

ー
保
健
・
医
療
・
福
祉

新 

健
康
・
福
祉
地
域
推
進【
２
１
９
６
万
６
千
円
】

　

地
域
づ
く
り
組
織
を
再
編
し
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
全
て
の
市
民
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
生
活
を
継
続
で
き
る
仕
組
み
づ
く

り
を
行
い
ま
す
。

新 

中
山
間
地
域
介
護
サ
ー
ビ
ス
確
保
対
策
事
業

【
１
０
８
５
万
４
千
円
】

　

中
山
間
地
域
で
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

目
的
に
事
業
者
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

保
健
・
医
療
・
福
祉
連
携
事
業【
６
７
７
０
万
７
千
円
】

　

口
腔
ケ
ア
事
業
、脳
ド
ッ
ク
検
診
、あ
っ
た
か

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
な
ど
を
行
い
ま
す
。

絆
を
結
ぶ
ま
ち
づ
く
り
ー
対
話
と
協
調

新 

地
域
お
こ
し
協
力
隊（
ふ
る
さ
と
応
援
隊
）

【
６
６
５
万
７
千
円
】

　

中
山
間
地
域
等
で
の
様
々
な
地
域
活
動
に
従

事
し
て
も
ら
う「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
」を
配

置
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
団
推
進
事
業【
２
０
０
万
円
】

　

ふ
る
さ
と
応
援
団
員
の
募
集
を
引
き
続
き
進

め
る
ほ
か
、
団
員
と
の
交
流
会
を
開
催
す
る
な

ど
、団
員
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

新 

市
民
意
識
・
主
要
指
標
等
調
査

（
総
合
計
画
策
定
準
備
）【
２
７
０
万
９
千
円
】

　

新
た
な
総
合
計
画
策
定
に
向
け
、市
民
意
識
・

主
要
指
標
等
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

誇
り
を
も
っ
た
ま
ち
づ
く
り

ー
歴
史
・
文
化
・
教
育

新 

い
ち
じ
ょ
こ
さ
ん
１
５
０
周
年
記
念
事
業

【
２
８
６
万
円
】

　

全
国
京
都
会
議
の
誘
致
の
ほ
か
、
観
光
協
会

や
商
振
連
等
が
主
催
す
る
伝
統
行
事
、
中
心
市

街
地
活
性
化
へ
の
取
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

新 

映
像
の
幡
多
上
映
会【
２
０
０
万
円
】

　

幡
多
地
域
が
撮
影
場
所
と
な
っ
た
な
つ
か
し

い
映
画
を
数
作
品
連
続
上
映
し
ま
す
。

新 

天
体
観
測
施
設
改
修
事
業【
６
８
２
万
８
千
円
】

　

老
朽
化
し
て
い
る
天
体
観
測
施
設
を
改
修
し

ま
す
。

新 

武
道
館
整
備【
９
８
７
５
万
５
千
円
】

　

安
並
運
動
公
園
内
に
平
成
25
年
度
完
成
を
目

指
し
、武
道
館
の
建
設
に
着
手
し
ま
す
。

安
心
・
安
全
な

　

四
万
十
市
を
め
ざ
し
て

安
心
・
安
全
な

　

四
万
十
市
を
め
ざ
し
て

安
心
・
安
全
な

　

四
万
十
市
を
め
ざ
し
て

問い合わせ先　（本庁）財政課 財政係　☎（34）1819

津波避難路(初崎)
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平
成
24
年
３
月
市
議
会
定
例
会

市
長
施
政
方
針

（
要
旨
）上

　

私
は
市
長
就
任
時
か
ら
「
対
話
と
協
調
」
の
姿

勢
を
貫
き
、職
員
の
先
頭
に
立
ち
積
極
的
に
地
域

に
出
向
き
、
多
く
の
市
民
と
の
対
話
を
通
じ
て
、

「
市
民
の
生
活
や
暮
ら
し
を
守
る
」
こ
と
を
最
優

先
に
し
て
、市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、「
地
域
を
守
る
」
取
り
組
み
と
し
て
、

中
山
間
地
域
を
中
心
に
「
地
域
づ
く
り
支
援
職

員
」
を
配
置
し
た
こ
と
を
は
じ
め
、
デ
マ
ン
ド
交

通
「
ふ
れ
愛
号
」
の
運
行
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

整
備
、
津
野
川
若
者
住
宅
の
建
設
な
ど
を
実
現
。

ま
た
、医
療
費
無
料
化
の
拡
大
や
不
妊
治
療
助
成

制
度
の
創
設
、県
下
で
初
め
て
の
脳
ド
ッ
グ
助
成
、

口
腔
ケ
ア
事
業
な
ど
、保
健
・
医
療
・
福
祉
に
関
す

る
諸
施
策
に
も
取
り
組
み
、そ
う
し
た
中
で
市
民

病
院
の
経
営
改
善
や
新
た
な
役
割
の
発
揮
に
向

け
て
の
努
力
も
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
農
商

工
連
携
事
業
あ
る
い
は
市
産
材
利
用
促
進
、四
万

十
ヒ
ノ
キ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
地
域
産
業
の
振

興
に
向
け
た
取
り
組
み
、ふ
る
さ
と
応
援
団
員
の

募
集
に
よ
る
交
流
促
進
事
業
な
ど
の
よ
う
に
、新

し
く
蒔
い
た
種
が
芽
吹
き
始
め
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、議
員
を
は
じ
め
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
お
か
げ
で
あ
り
、心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
３
月
11
日
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9.0
と
い

う
世
界
最
大
級
の
地
震
に
よ
る
津
波
被
害
な

ど
に
よ
り
、多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

本
市
に
お
い
て
も
昭
和
21
年
の
南
海
地
震
で

は
、
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
ま
し
た
。
次
の
南

海
地
震
で
は
一
人
の
犠
牲
者
も
出
さ
な
い
覚

悟
で
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
た
地
震
津
波
対
策
を
打
ち
出
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
24
年
度
は
、「
い
の
ち
を
守
る
」た

め
に「
安
心
・
安
全
な
四
万
十
市
を
め
ざ
し
て
」、

地
域
防
災
力
の
強
化
を
最
重
要
課
題
と
し
て

位
置
付
け
る
と
と
も
に
、以
下
の
６
つ
の
方
向

性
に
基
づ
い
て
、
施
策
の
厳
選
と
重
点
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
ー
地
域
防
災

【
地
震
津
波
対
策
】

　

24
年
度
は
、
地
震
・
防
災
対
策
関
連
予
算
と

し
て
、昨
年
度
に
比
べ
て
１
億
２
千
万
円
余
り

を
増
額
し
た
７
億
３
千
万
円
余
り
を
計
上
。23

年
度
繰
越
事
業
と
あ
わ
せ
る
と
総
額
で
約
18

億
９
千
万
円
と
な
り
、市
内
の
景
気
対
策
に
も

つ
な
が
る
も
の
と
期
待
。

　

津
波
避
難
の
鉄
則
は
命
を
守
る
た
め
に
逃

げ
る
こ
と
。避
難
道
の
新
設
や
補
修
に
11
路
線
、

海
抜
低
地
で
逃
げ
場
の
な
い
八
束
間
崎
地
区

に
お
け
る
高
台
へ
の
津
波
避
難
道
・
広
場
の
整

備
基
本
計
画
の
策
定
、津
波
避
難
マ
ッ
プ
の
作

成
、
下
田
、
八
束
地
区
の
防
災
行
政
無
線
整
備

実
施
設
計
、市
民
ぐ
る
み
の
津
波
避
難
訓
練
の

実
施
な
ど
を
計
画
。津
波
避
難
道
の
整
備
は
３

年
以
内
を
目
標
に
完
了
し
た
い
。

　

八
束
坂
本
地
区
で
は
中
村
宿
毛
道
路
へ
の

避
難
で
き
る
よ
う
、国
土
交
通
省
中
村
河
川
国

道
事
務
所
同
事
務
所
が
道
路
を
整
備
す
る
。

　

住
宅
耐
震
化
助
成
事
業
で
は
昨
年
の
３
倍

の
予
算（
耐
震
診
断
60
件
、設
計
・
改
修
工
事
30 

件
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
耐
震
化
５
件
）
を
計
上
し
た

ほ
か
、
保
育
所
等
の
耐
震
診
断
（
３
施
設
）
、
市

営
住
宅
の
耐
震
診
断
と
補
強
設
計（
９
戸
）、小

中
学
校
校
舎
の
耐
震
補
強
工
事（
３
校
）、中
学

校
校
舎
の
耐
震
補
強
設
計（
１
校
）、中
学
校
屋

内
体
育
館
の
改
築
実
施
設
計（
３
校
）、農
業
用

た
め
池
の
安
全
調
査（
13
ヶ
所
）な
ど
を
計
画
。

　

自
主
防
災
組
織
の
活
動
を
支
援
し
、体
制
強

化
を
図
る
た
め
に
、今
年
度
新
た
に
防
災
機
材

の
買
い
足
し
や
避
難
訓
練
の
実
施
経
費
を
補

助
対
象
に
追
加
。
ま
た
、
女
性
消
防
団
専
用
の

消
防
広
報
車
の
配
備
、市
民
病
院
へ
の
災
害
医

療
医
薬
品
の
購
入
備
蓄
、土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道

の
鉄
道
施
設
緊
急
地
震
対
策
の
支
援
な
ど
も

計
画
。
西
土
佐
地
域
で
は
、
屋
外
で
も
行
政
情

報
や
防
災
情
報
が
聞
き
取
れ
る
よ
う
に
Ｉ
Ｐ

告
知
屋
外
放
送
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、河
川
洪
水

時
の
避
難
道
１
路
線
を
宮
地
地
区
に
計
画
。

　

市
役
所
の
防
災
機
能
の
強
化
と
し
て
、今
年

４
月
か
ら
総
務
課
防
災
対
策
係
に
職
員
１
名

を
増
員
。南
海
地
震
対
策
課（
仮
称
）に
つ
い
て

は
、年
内
に
業
務
調
整
や
、人
員
調
整
、庁
内
レ

イ
ア
ウ
ト
の
検
討
を
行
う
な
ど
、来
春
の
設
置

に
向
け
て
準
備
す
る
。

【
学
校
教
育
施
設
の
耐
震
化
と
整
備
】

　

川
﨑
小
学
校
の
増
築
・
大
規
模
改
造
は
今
年

３
月
末
に
は
す
べ
て
の
工
事
が
完
了
。中
村
小

学
校
校
舎
改
築
工
事
は
校
舎
本
体
の
基
礎
工

事
が
完
了
し
、今
年
10
月
の
完
成
に
向
け
て
順

調
に
進
行
。
校
舎
本
体
の
完
成
後
は
、
引
き
続

き
体
育
館
、プ
ー
ル
の
建
設
に
移
る
予
定
。

　

校
舎
の
耐
震
化
補
強
工
事
は
、
来
年
度
、
川

登
小
学
校
、八
束
小
学
校
及
び
大
川
筋
中
学
校

の
３
校
で
実
施
。西
土
佐
中
学
校
は
耐
震
補
強

設
計
を
行
う
。
体
育
館
の
耐
震
化
は
、
来
年
度
、

下
田
中
学
校
、
八
束
中
学
校
、
蕨
岡
中
学
校
で

実
施
設
計
を
行
う
。下
田
中
学
校
は
災
害
用
備

蓄
倉
庫
を
備
え
る
な
ど
地
震
津
波
対
策
も
考

慮
す
る
。

【
保
育
施
設
の
耐
震
診
断
】

　

今
年
度
耐
震
２
次
診
断
を
し
た
愛
育
園
、も

み
じ
保
育
所
は
耐
震
性
を
満
た
し
て
い
る
と

の
評
価
が
出
た
。来
年
度
は
、残
る
具
同
・
中
筋

津波避難道(串江)

い
の
ち
を
守
る

安
心
・
安
全
な
四
万
十
市
を
め
ざ
し
て
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保
育
所
、子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
３
施
設
の
診

断
を
実
施
す
る
。

【
命
を
守
る
道
路
網
の
整
備
】

　

四
国
横
断
自
動
車
道
は
25
年
３
月
ま
で
に
窪

川
ま
で
延
伸
予
定
。こ
れ
に
接
続
す
る
都
市
計
画

道
路
窪
川
佐
賀
線
も
整
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ

て
い
る
。懸
案
で
あ
っ
た
未
事
業
化
区
間
の
窪
川

〜
金
上
野
間
（
5.0
㎞
）
並
び
に
拳
ノ
川
〜
佐
賀
間

（
6.2
㎞
）に
つ
い
て
も
、24
年
度
の
事
業
化
に
向
け

国
に
お
い
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。佐
賀
〜

四
万
十
間
に
つ
い
て
は
未
だ
事
業
化
が
さ
れ
て

い
な
い
の
で
、関
係
機
関
に
対
し
強
く
要
望
し
て

い
く
。

　

国
道
４
４
１
号
は
、順
調
に
整
備
が
進
ん
で
お

り
、
川
登
工
区
を
24
年
度
末
、
網
代
工
区
を
25
年

度
末
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
い
る
。
残
る
「
西

土
佐
道
路
」（
仮
称
）
に
つ
い
て
も
、
24
年
度
か
ら

県
事
業
と
し
て
着
手
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　

国
道
４
３
９
号
は
、今
年
度
は
維
持
的
予
算
で

は
あ
る
が
、
久
々
に
予
算
付
け
さ
れ
た
。
国
道
３

２
１
号
も
、
山
路
工
区
、
実
崎
工
区
に
お
い
て
調

査
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

　

県
道
は
、
有
岡
川
登
線
の
手
洗
川
地
区
、
出
口

古
津
賀
線
の
古
津
賀
地
区
は
今
年
度
の
完
成
を

目
指
し
て
い
る
。
安
並
佐
岡
線
の
佐
岡
地
区
、
川

登
中
村
線
の
三
里
地
区
、西
土
佐
松
野
線
の
津
賀

地
区
、
薮
ケ
市
松
野
線
の
中
家
地
地
区
も
、
引
き

続
き
重
点
的
に
整
備
を
進
め
て
い
く
。

　

市
道
は
、
佐
岡
下
田
分
岐
線
、
上
足
川
線
の
工

事
が
今
年
度
で
完
成
。
24
年
度
も
引
き
続
き
、
天

神
橋
通
線
、堤
防
廻
り
線
、市
野
々
線
、藤
ノ
川
線

等
の
整
備
に
取
り
組
む
。

【
命
を
守
る
河
川
・
港
湾
・
海
岸
・

 

横
瀬
川
ダ
ム
の
整
備
】

　

不
破
上
流
工
区
の
堤
防
事
業
に
つ
い
て
は

順
調
。下
流
工
区
も
今
年
度
用
地
取
得
を
行
う

と
と
も
に
一
部
工
事
に
着
手
。
具
同
・
入
田
地

区
で
は
、堤
防
拡
幅
事
業
と
併
せ
市
道
具
同
三

里
線
、
市
道
具
同
・
坂
本
線
の
改
良
工
事
に
取

り
組
む
。

　

下
田
港
は
港
湾
改
修
事
業
に
よ
り
新
航
路

の
防
波
堤
を
整
備
。河
口
砂
州
の
復
元
に
つ
い

て
は
、
高
知
県
に
お
い
て
導
流
堤
先
端
の
ブ

ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
移
設
工
事
が
完
了
し
、現
在
、

国
土
交
通
省
の
河
川
掘
削
に
伴
う
残
土
の
協

力
も
受
け
、
河
床
復
元
工
事
（
袋
詰
玉
石
、
砂
・

栗
石
の
投
入
）を
行
っ
て
い
る
。

　

横
瀬
川
ダ
ム
建
設
事
業
は
、現
在
は
国
に
お

い
て
検
証
作
業
を
行
っ
て
い
る
状
況
。早
期
再

着
手
に
向
け
、関
係
機
関
に
対
し
強
く
要
望
し

て
い
く
。

【
水
道
、公
共
下
水
道
事
業
に
よ
る

防
災
力
の
強
化
】

　

簡
易
水
道
で
は
、引
き
続
き
鵜
ノ
江
と
西
部

統
合
並
び
に
大
宮
統
合
の
整
備
を
進
め
、新
た

に
口
屋
内
の
濁
水
対
策
に
取
り
組
む
。

　

公
共
下
水
道
は
桜
町
雨
水
幹
線
工
事
が
３

月
末
に
完
成
。八
反
原
ポ
ン
プ
場
施
設
に
つ
い

て
は
、
平
成
24
年
度
、
25
年
度
の
２
か
年
に
て
、

排
水
ポ
ン
プ
１
台
の
増
設
を
計
画
。汚
水
対
策

の
角
崎
地
区
汚
水
管
敷
設
工
事
は
25
年
度
初

旬
に
全
地
区
で
の
供
用
開
始
を
予
定
。

【
防
災
拠
点
と
な
る
西
土
佐
総
合
支
所
と
消
防

分
署
の
建
設
】

　

総
合
支
所
の
現
敷
地
内
に
消
防
分
署
と
の

合
築
に
よ
り
、鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２
階
建

て
延
床
面
積
２
千
程
度
の
建
物
を
計
画
。「
市

民
に
開
か
れ
た
庁
舎
」と
な
る
よ
う
市
立
図
書

館
西
土
佐
分
館
も
併
設
。
来
年
度
、
実
施
設
計

を
行
い
26
年
度
の
上
半
期
中
の
完
成
を
見
込

ん
で
い
る
。

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
ー
環
境
・
基
盤
整
備

【
地
域
公
共
交
通
】

　

３
月
17
日
か
ら
富
山
、蕨
岡
地
区
に
デ
マ
ン

ド
交
通
「
ふ
れ
愛
号
」
と
「
ふ
れ
愛
タ
ク
シ
ー
」

を
運
行
、
後
川
地
区
で
は
エ
リ
ア
を
拡
大
。
中

村
ま
ち
バ
ス
も
エ
リ
ア
を
拡
大
す
る
。路
線
バ

ス
も
含
め
市
役
所
へ
乗
り
入
れ
、１
０
０
円
刻

み
運
賃（
割
引
）も
導
入
し
、利
用
促
進
に
つ
な

げ
た
い
。

【
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
広
域
化
】

　

宿
毛
市
長
か
ら
も
参
加
の
意
思
が
示
さ
れ
、

今
年
４
月
か
ら
幡
多
６
市
町
村
の
住
民
か
ら
申

し
出
の
あ
っ
た
専
門
的
な
苦
情
相
談
や
処
理
の

た
め
の
あ
っ
せ
ん
な
ど
は
、四
万
十
市
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
が
対
応
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

【
ご
み
の
減
量
化
対
策
】

　

22
年
度
の
総
ご
み
排
出
量
は
１
２
．８
３
８

ｔ
、リ
サ
イ
ク
ル
率
10
・
５
％
で「
一
般
廃
棄
物

処
理
基
本
計
画
」の
目
標
値
を
１
年
前
倒
し
で

達
成
し
た
。24
年
度
か
ら
は
市
指
定
ご
み
袋
の

形
状
を
「
長
方
形
型
」
か
ら
「
レ
ジ
袋
型
」
へ
変

更
し
、
口
が
結
び
や
す
く
な
り
、
適
正
な
ご
み

の
排
出
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

【
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
】

　

西
土
佐
小
学
校
及
び
中
村
小
学
校
な
ど
公

共
施
設
へ
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
。
ま
た
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
に
対
す
る
補
助
事
業
は
メ
ニ
ュ
ー
を
追
加

し
、
24
年
度
も
継
続
す
る
。
本
市
は
小
河
川
や

豊
か
な
森
林
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

転
換
可
能
な
多
く
の
資
源
を
有
し
て
い
る
の

で
、地
域
活
性
化
の
観
点
か
ら
も
活
用
方
策
に

つ
い
て
今
後
研
究
を
し
て
い
く
。

以
下
次
号

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り－

雇
用
・
産
業
振
興

健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り－

保
健
・
医
療
・
福
祉

絆
を
結
ぶ
ま
ち
づ
く
り－

対
話
と
協
調

誇
り
を
も
っ
た
ま
ち
づ
く
り－

歴
史
・
文
化
・
教
育

　

国道441号 川登工区(24年度開通予定)
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市
で
は
、西
土
佐
総
合
支
所
と
四
万
十
消

防
署
西
土
佐
分
署
の
新
庁
舎
建
設
に
向
け
て

取
り
組
み
を
始
め
、「
検
討
協
議
会（
庁
内
組

織
）」や「
検
討
懇
談
会（
市
民
組
織
）」な
ど
で

の
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
新
庁
舎
建
設
の「
基
本
計
画
・
基

本
設
計
」が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、そ
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

新
庁
舎
建
設
の
必
要
性

　

西
土
佐
総
合
支
所
庁
舎
は
築
後
48
年（
昭

和
37
年
度
建
築
）、四
万
十
消
防
署
西
土
佐
分

署
は
築
後
32
年
が
経
過（
昭
和
53
年
度
建

築
）し
、老
朽
化
が
激
し
く
、バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
へ
の
対
応
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
、組
織
再

編
や
職
員
配
置
へ
の
対
応
が
難
し
く
業
務
効

率
の
低
下
や
執
務
環
境
に
支
障
を
き
た
し
て

い
る
こ
と
、ま
た
、消
防
分
署
は
洪
水
時
に
１

階
が
浸
水
し
た
経
過
も
あ
る
な
ど
、市
民
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
く
安
全
な
施

設
と
は
言
え
ず
、庁
舎
機
能
も
十
分
発
揮
で

き
な
い
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
改
善
し
、行
政
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、周
辺
と
一
体

と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
り
、地
域

の
防
災
拠
点
と
し
て
十
分
に
機
能
が
発
揮
で

き
る
安
全
な
庁
舎
の
建
設
が
必
要
で
す
。

　

新
庁
舎
建
設
の
契
機
と
建
設
位
置

　

「
合
併
協
定
書
」、「
新
市
建
設
計
画
」で
の

位
置
付
け
を
踏
ま
え
な
が
ら
、「
地
域
審
議

会
」か
ら
の
意
見
書
の
提
出
、諮
問
、答
申
を

経
て
、改
築
の
検
討
を
進
め
た
も
の
で
す
。

　

建
設
位
置
は
、現
位
置
で
建
替
え
る
場
合

と
移
転
す
る
場
合
を
比
較
検
討
す
る
と
と
も

に
、消
防
分
署
と
の
合
築
に
つ
い
て
検
討
し

た
結
果
、現
庁
舎
周
辺
は
、市
街
地
機
能
が
一

定
集
積
し
、四
万
十
川
中
流
域
、広
域
的
な
拠

点
と
し
て
市
北
部
の
中
心
エ
リ
ア
を
形
成
し

て
お
り
、移
転
す
る
こ
と
で
中
心
エ
リ
ア
の

衰
退
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る

と
と
も
に
、周
辺
の
各
施
設
・
機
能
と
連
携
し

た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
貢
献
が
期
待
で
き
る
こ

と
な
ど
か
ら
、現
位
置
に
建
替
え
る
こ
と
と

し
、あ
わ
せ
て
消
防
分
署
を
合
築
す
る
こ
と

で
、よ
り
効
率
的
な
施
設
利
用
と
建
設
コ
ス

ト
の
節
減
、防
災
拠
点
施
設
と
し
て
の
機
能

強
化
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　　

○
市
民
に
開
か
れ
た
庁
舎

○
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
円
滑
な
業
務

の
執
行
に
つ
な
が
る
施
設

○
地
域
の
防
災
拠
点
と
し
て
の
施
設

○
情
報
化
に
対
応
で
き
る
施
設

○
環
境
配
慮
型
庁
舎（
グ
リ
ー
ン
庁
舎
）へ

の
対
応
と
地
元
産
木
材
を
積
極
的
に
活

用
し
た
施
設

○
経
済
性
・
耐
久
性
に
配
慮
し
た
施
設
づ

く
り
と
維
持
管
理
の
実
践

○
周
辺
と
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
が
る
施
設

○
総
合
支
所
の
業
務
・
機
能
の
変
化
に
柔

軟
に
対
応
で
き
る
施
設

○
消
防
力
の
向
上
に
対
応
で
き
る
施
設

○
消
防
職
員
の
居
住
環
境
に
配
慮
し
た
施

設

西土佐地域の
新庁舎

平成26年度
完成予定

西土佐地域の
新庁舎

平成26年度
完成予定

基

本

方

針

○建設位置

○敷地面積

○構　　造

○延床面積

○駐 車 場

○総事業費 

[予 定 額]

○そ の 他

現在地

（西土佐江川崎2445番2ほか）

約5,300㎡

鉄筋コンクリート造2階建

※土石流警戒区域等に位置して

いることなどから、構造強度上、

鉄筋コンクリート造を採用せ

ざるを得ませんでしたが、内外

装の「木質化」を図り、地元産材

の利用促進に取り組みます。

2,076㎡

（図書分館、消防車両車庫含む）

約55台

約10億円

（設計監理委託、現庁舎等撤去な

どの経費を含む）

図書分館は機能の充実を図り、1

万冊の開架能力を備えます。

また、省エネルギー対策として、

太陽光発電やLED照明の導入を計

画しています。

概　要
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今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

今
年
度
は
、基
本
設
計
を
も
と
に
詳
細
の

実
施
設
計
と
進
入
路(

市
道)

部
分
の
用
地
取

得
を
行
っ
た
う
え
で
、解
体
と
敷
地
造
成
工

事
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

　

建
築
工
事
は
、25
年
度
か
ら
26
年
度
の
２

ヵ
年
に
か
け
て
行
う
予
定
で
す
。

　

基
本
計
画
・
設
計
の
閲
覧
に
つ
い
て

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、西
土
佐
総
合
支
所
市
民
室
お
よ
び

市
立
図
書
館
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ご
意
見
・
ご
要
望
は

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
や
ご
要
望

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ご
意
見
等
に
つ
い
て
個
別
に

は
回
答
し
ま
せ
ん
が
、今
後
、実
施
設
計
を
行

う
中
で
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【庁舎棟】

１階　・事務室（260㎡）

　　　・小会議室（40㎡）

　　　・相談室（8㎡）

２階　・大会議室（147㎡）

　　　・書庫、倉庫（109㎡）

【消防棟】

１階　・消防車両車庫（193㎡）…

　　　・受付待機室（8㎡）

　　　・救急洗浄室（9㎡）

２階　・事務室（68㎡）　　

　　　・食堂（36㎡）

　　　・小会議室兼分団控室（21㎡）

実施設計・用地取得

既存(公民館等)解体・
敷地造成工事

庁舎棟建築工事

既存(総合支所)解体

消防棟建築工事

H24.5月頃～10月頃

　　　　H24.11月頃～H25.5月頃

　　　　　　　H25.5月頃～10月頃

　　　　　　　　　H25.12月頃～H26.2月頃

　　　　　　　　　　H26.3月頃～H26.7月頃

・図書分館（165㎡）

・交流スペース（24㎡）

・宿直室（10㎡）など

・小会議室（40㎡）

・休憩室等（40㎡）など

分団車庫含む

・出動準備室（24㎡）

・倉庫（47㎡）など

・待機室（22㎡）

・仮眠室7室（61㎡）

　　　　　　　　など

主
な
各
室
配
置
計
画

電子メール

郵 送

Ｆ Ａ Ｘ

n-tyousya@city.shimanto.lg.jp

〒787-1601

西土佐江川崎2445-2　

四万十市西土佐総合支所　

地域企画課 支所庁舎建設係

（52）2124

上のイメージ図
は、この方向から
見たものです。

敷地利用計画図

問い合わせ先　（総合支所）
　　　　　　　 地域企画課 支所庁舎建設係　
　　　　　　　 ☎（52）1111

庁舎棟

消
防
棟

上のイメージ図
は、この方向か
ら見たものです。

新庁舎イメージ図
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み
ん
な
の
思
い
を
ア
ー
ト
で
表
現

口
屋
内
小
学
校

み
ん
な
の
思
い
を
ア
ー
ト
で
表
現

み
ん
な
の
思
い
を
ア
ー
ト
で
表
現

口
屋
内
小
学
校

口
屋
内
小
学
校

　

口
屋
内
小
学

校
で
は
２
学
期

か
ら
、
地
域
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ

り
、
生
活
道
と

し
て
一
番
大
切

に
し
て
い
る
沈

下
橋
が
通
れ
ず
、

子
ど
も
た
ち
が

日
々
遠
回
り
で

登
校
し
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
ト
ヨ
タ
が
行
っ
て
い
る
、
ア
ー
ト
の
素
晴

ら
し
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
気
づ
か
せ
る
と
い
う
取
り

組
み
を
活
用
し
、「
子
ど
も
た
ち
が
考
え
る
夢
の
か
け

橋
」を
校
庭
に
作
っ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

３
月
３
日
、４
日
、「
く
ち
や
な
い
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
題
し
た
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

は
じ
め
、県
内
外
か
ら
約
２
０
０
人
の
人
々
が
来
場
し

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
も
張
り
切
っ
て
会
場
を
案
内
し
た
り
、

ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
自
分
た
ち
の
思
い
を
し
っ
か

り
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
よ
う
に
大
勢
の

人
が
い
る
場
で
物
怖
じ
せ
ず
発
表
で
き
る
の
も
、普
段

の
授
業
で
い
か
に
き
ち
ん
と
集
中
し
て
参
加
で
き
て

い
た
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
後
は
、子
ど
も
た
ち
が
小
学
校
に
対
す
る
思
い

を
ペ
ン
キ
で
絵
に
描
い
て
30
メ
ー
ト
ル
の
絵
巻
物
を

完
成
さ
せ
る
体
験
学
習
を
行
い
、最
後
は
全
員
で
校
歌

を
合
唱
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
を
通
し
て
、子
ど
も
た
ち
は
地
域
の
人
々

の
沈
下
橋
に
対
す
る
思
い
や
、
大
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
を
学
び
、ま
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
触
れ
合
い
を
通
し
て
、ア
ー
ト
に
も
興
味
を
持
て
た

よ
う
で
す
。

　

子
ど
も
た

ち
も
忙
し
い

毎
日
で
し
た

が
、
最
後
に

こ
の
よ
う
な

大
き
な
思
い

出
が
で
き
、

笑
顔
が
あ
ふ

れ
る
素
敵
な

２
日
間
と
な

り
ま
し
た
。

▲口屋内沈下橋を題材にした「夢のかけはし」完成！

▲ドキドキワクワクのミニミニシンポジウム

西
土
佐
連
合
青
年
団 

全
国
表
彰 

受
賞

西
土
佐
連
合
青
年
団 

全
国
表
彰 

受
賞

西
土
佐
連
合
青
年
団 

全
国
表
彰 

受
賞

　

西
土
佐
連
合
青
年
団
が
日
本
青
年
団
協
議
会
主
催
『
２
０
１
１
年
度
全

国
地
域
青
年「
実
践
大
賞
」【
田
澤
義
鋪
賞
】』を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

「
よ
さ
こ
い
で
東
北
被
災
地
を
元
気
に
し
よ
う
！
」
と
、
同
団
事
務
局
長

大
﨑
博
士
さ
ん
が
県
内
の
青
年
団
や
若
者
に
呼
び
か
け
、『
高
知
県
青
年
に

ぎ
わ
い
ボ
ニ
ー
ト
』を
結
成
。仕
事
の
合
間
を
縫
っ
て
夜
間
に
猛
練
習
を
重

ね
、
昨
年
10
月
に
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
た
「
み
ち
の
く
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
」

で
華
麗
な
よ
さ
こ
い
踊
り
を
披
露
す
る
と
と
も
に
、
被
災
地
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
地
元
青
年
団
と
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
意
欲
的
な
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
、
〝
青
年
団
の
父
〞
と
称

さ
れ
る
田
澤
義
鋪
さ
ん
の
名
を
冠
す
る
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
地
域
の
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
磨
き
や
、
お
年
寄
り
へ
の
お
も

ち
配
り
「
愛
の
も
ち
つ
き
」
、
成
人
式

の
運
営
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
積
極

的
な
参
加
等
を
通
じ
て
、
地
域
を
元

気
に
す
る
活
動
を
続
け
き
た
西
土
佐

連
合
青
年
団
。
団
員
は
、「
今
回
の
受

賞
を
契
機
に
、〝
今
こ
そ
、青
年
団
〞
。

若
者
の
力
で
地
域
を
元
気
に
し
た

い
。」と
意
気
込
み
を
新
た
に
し
て
い

ま
し
た
。
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２
月
16
日
〜
３
月
15
日

２
月
16
日
　

明
日
の
四
国
を
考
え
る
市
町
村
長
の
会
懇
談

　
　

17
日
　

蕨
岡
小
学
校
３
年
生
と
の
懇
談

　
　

18
日
　

県
西
部
郵
便
局
長
会

　
　

19
日
　

と
み
や
ま
梅
の
里
祭
り

　
　
　
　
　

土
佐
中
村
一
條
太
鼓
定
期
演
奏
会

　
　

21
日
　

田
野
川
乙
要
望
受

　
　
　
　
　

幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
議
会

　
　

22
日
　

保
育
の
公
的
保
障
を
求
め
る
大
運
動
と
の
懇
談

　
　

23
日
　

四
国
西
南
地
域
道
路
整
備
促
進
協
議
会
、国

　
　
　
　
　

土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局
要
望（
高
松
市
）

　
　
　
　
　

幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
、同
国
交
省

　
　
　
　
　

出
先
機
関
存
続
要
望

　
　
　
　
　

Ｊ
Ｒ
四
国
本
社
訪
問（
同
）

　
　

24
日
　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
入
魂
式（
西
土
佐
分
署
）

　
　

25
日
　

四
万
十
・
足
摺
無
限
大
チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
イ

　
　
　
　
　

ド
・
プ
レ
大
会

　
　
　
　
　

観
光
資
源
掘
り
起
こ
し
市
内
４
地
区
発
表
会

　
　

26
日
　

市
連
合
婦
人
大
会

　
　

27
日
　

田
野
川
甲
要
望
受

　
　

28
日
　

当
初
予
算
記
者
発
表

　
　
　
　
　

高
知
生
協
懇
談
会

　
　
　
　
　

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
総
会

　
　
　
　
　

み
ち
く
さ
ク
ラ
ブ
懇
談
会

　
　

29
日
　

農
商
工
等
連
携
推
進
支
援
事
業
報
告
会

３
月
１
日
　

中
村
高
校
、幡
多
農
高
卒
業
式

　
　

２
日
　

３
月
市
議
会
定
例
会
開
会（
〜
16
日
）

　
　

４
日
　

川
﨑
小
学
校
廃
校
記
念
式
典

　
　

５
日
　

災
害
時
応
急
生
活
物
資
供
給
協
定
締
結
式

　
　
　
　
　

市
民
病
院
を
守
る
会
署
名
提
出
受

　
　

８
日
　

Ｒ
Ｋ
Ｃ
取
材
受（
市
福
祉
事
業
）

　
　

10
日
　

四
万
十
市
観
光
開
き

　
　
　
　
　

東
京
幡
多
四
万
十
会
発
起
人
会（
東
京
）

　
　

11
日
　

医
師
確
保
業
務（
高
知
市
）

　
　

12
日
　

津
波
避
難
計
画
策
定
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
下
田
）

　
　

13
日
　

市
議
会
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　

津
波
避
難
計
画
策
定
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
八
束
）

日
　
　

誌

　

学
校
は
地
域
共
同
体
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、

そ
の
歴
史
は
地
域
の
歴
史
そ
の
も
の
で
す
。

　

西
土
佐
地
域
の
す
べ
て
の
小
学
校
は
、こ
の

３
月
を
も
っ
て
閉
校
と
な
り
、新
設
の
西
土
佐

小
学
校
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

江
川
﨑
村
と
津
大
村
が
合
併
を
し
て
西
土

佐
村
が
誕
生
し
た
の
が
昭
和
33
年（
１
９
５
８

年
）
。
当
時
、
小
学
校
は
13
校
、
人
口
８
３
１
２

人
で
し
た
。い
ず
れ
の
小
学
校
も
明
治
７
年
か

ら
14
年
ま
で
の
間
に
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

13
校
の
中
で
一
番
早
く
閉
校
に
な
っ
た
の

が
玖
木
小
学
校
で
昭
和
44
年
。以
降
、中
半
、昭

和
63
年
、
奥
屋
内
、
平
成
12
年
、
下
家
地
、
同
14

年
、
権
谷
、
藤
ノ
川
、
同
15
年
、
大
宮
、
同
23
年
、

と
閉
校（
休
校
）が
続
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
残
る
６
校
（
本
村
、
川
﨑
、
西
ケ
方
、

津
野
川
、須
﨑
、口
屋
内
）も
つ
い
に
１
３
０
有

余
年
の
歴
史
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
ち
ま
し
た
。

　

誰
が
こ
の
日
を
予
想
し
て
い
た
か
。西
土
佐

の
い
ま
の
人
口
は
３
２
６
１
人
で
す
。

　

閉
校
式
の
多
く
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
、
全
国

各
地
か
ら
戻
っ
て
き
た
卒
業
生
も
迎
え
て
の

厳
粛
か
つ
盛
大
な
も
の
で
し
た
。全
員
起
立
し
、

い
よ
い
よ
最
後
の
校
歌
と
な
る
と
、万
感
の
想

い
か
ら
、
み
な
涙
し
ま
し
た
が
、
そ
の
涙
は
地

域
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
決
意
の

涙
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

西
土
佐
と
し
て
、忘
れ
て
は
な
ら
な
い
小
学

校
が
ほ
か
に
も
あ
り
ま
す
。旧
満
州
に
つ
く
ら

れ
た
大
清
溝
江
川
﨑
国
民
学
校
で
す
。

　

江
川
﨑
村
は
、太
平
洋
戦
争
下
の
昭
和
17
年
、

満
州
に
新
し
い
村
を
つ
く
る
「
分
村
移
民
」
を

断
行
。
大
清
溝
江
川
﨑
開
拓
団
と
し
て
、
１
１

８
戸
、４
２
９
人
を
吉
林
省
に
送
り
出
し
て
い

ま
す
。そ
の
開
拓
地
に
つ
く
っ
た
小
学
校
で
す
。

　

開
校
は
昭
和
18
年
２
月
。ピ
ー
ク
時
児
童
数

79
人（
う
ち
現
地
朝
鮮
人
６
人
）で
し
た
。

　

狼
や
熊
が
出
る
広
大
な
原
野
の
中
に
あ
り
、

家
か
ら
遠
い
子
供
の
た
め
に
寄
宿
舎
も
つ
く

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
寄
宿
舎
は
、
私
が
一
昨
年
、

西
土
佐
慰
霊
訪
中
団
の
一
員
と
し
て
開
拓
地

を
訪
ね
た
さ
い
も
、当
時
の
レ
ン
ガ
造
り
の
ま

ま
残
っ
て
お
り
、い
ま
は
村
の
診
療
所
と
し
て

使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

学
校
は
、
昭
和
20
年
８
月
、
日
本
敗
戦
に
よ

る
脱
出
で
放
棄
さ
れ
ま
し
た
。引
き
揚
げ
の
さ

い
、現
地
人
か
ら
の
襲
撃
や
収
容
所
で
の
飢
餓
、

病
気
な
ど
に
よ
り
、開
拓
団
の
約
７
割
が
死
亡
。

児
童
、子
供
は
大
半
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

満
州
分
村
は
津
大
村
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

同
村
の
場
合
、
安
芸
郡
、
吾
川
郡
な
ど
を
含
む

10
村
連
合
に
よ
る
大
土
佐
開
拓
団
と
し
て
団

員
を
送
出
。現
地（
吉
林
省
）に
設
立
し
た
飲
馬

河
大
土
佐
国
民
学
校
も
津
大
村
が
つ
く
っ
た

こ
と
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、詳
し
い
記

録
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
２
つ
の
小
学
校
で
は
、も
ち
ろ
ん
今

回
の
よ
う
な
閉
校
式
も
な
く
、閉
校
記
念
誌
も

つ
く
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。「
西
土
佐
村
史
」（
昭

和
43
年
版
、
平
成
21
年
版
）
に
も
記
録
は
な
く
、

わ
ず
か
に「
さ
い
は
て
の
い
ば
ら
道
」（
武
田
邦

徳
編
、
昭
和
61
年
）
に
記
述
を
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
す
。そ
の
意
味
で
は
、幻
の
小
学
校
で
す
。

　

し
か
し
、
２
つ
の
小
学
校
の
こ
と
は
、
西
土

佐
の
14
番
目
、
15
番
目
の
小
学
校
と
し
て
、
決

し
て
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

学
校
の
歴
史
を
知
る
こ
と
は
、地
域
の
歴
史

を
学
び
、
未
来
を
考
え
る
こ
と
で
あ
り
、
ふ
る

さ
と
を
愛
し
、守
り
続
け
る
こ
と
で
す
。

　

口
屋
内
小
学
校
閉
校
式
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、

「
故
郷
」の
全
員
合
唱
で
し
た
。

幻
の
小
学
校

市
長
談
話
室

市
長
談
話
室

大清溝江川﨑国民学校寄宿舎跡
（中国吉林省、2010年撮影）

イ
ン
バ

ホ
ウ
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市教委だより

あ
い
さ
つ
運
動

八束中学校

　

本
校
で
は
、毎
年
２
月
初
め
に
恒

例
の
「
全
校
な
わ
と
び
大
会
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の

中
の
長
縄
の
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

３
学
期
が
始
ま
る
と
、四
万
十
川

マ
ラ
ソ
ン
に
代
わ
っ
て
朝
な
わ
と

び
を
し
ま
す
。掃
除
班
を
中
心
に
し

て
全
校
児
童
32
人
が
３
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、長
縄
の
八
の

字
跳
び
と
一
斉
跳
び
の
練
習
を
し

ま
し
た
。教
職
員
も
入
っ
て
縄
を
回

し
、あ
ち
こ
ち
か
ら
掛
け
声
や
歓
声
が
起
こ
る
な
ど
、み
ん
な
が
一
つ

に
な
り
、笑
顔
あ
ふ
れ
る
い
い
時
間
が
流
れ
ま
し
た
。

　

昼
休
み
に
も
、
上
級
生
が
中
心
に
な
っ
て
各
グ
ル
ー
プ
で
長
縄
の

練
習
を
し
ま
し
た
。優
し
い
指
導
で
、初
め
は
引
っ
か
か
っ
て
い
た
１

年
生
も
、
い
つ
の
間
に
か
上
手

に
跳
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

そ
し
て
迎
え
た
な
わ
と
び
大

会
本
番
。
八
の
字
連
続
跳
び
で

は
、
す
ご
い
記
録
が
出
ま
し
た
。

Ａ
チ
ー
ム
８
６
２
回
、Ｂ
チ
ー
ム

５
９
９
回
、Ｃ
チ
ー
ム
１
１
５
６

回
。
寒
い
日
で
し
た
が
、
会
場
は

熱
気
に
包
ま
れ
、ど
の
顔
も
満
足

そ
う
で
し
た
。

新
記
録
続
出
！
　

　

全
校
な
わ
と
び
大
会 
川登小学校

1 （水）

2

▲さあ跳ぶぞ！

▲上手く跳べるかな

▲口屋内沈下橋を題材にした「夢のかけはし」完成！

　

本
校
で
は
生
徒
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
毎

月
10
日
と
20
日
、
県
道
沿
い
の
八
束
水
門
付

近
と
四
万
十
川
大
橋
の
下
の
交
差
点
に
立
っ

て
、あ
い
さ
つ
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
い
さ
つ
運
動
の
日
は
、登
校
後
、７
時
15

分
か
ら
横
断
幕
と
八
束
中
学
校
で
作
成
し
た

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
旗
を
持
っ
て
、
立

つ
場
所
ま
で
み
ん
な
で
走
っ
て
行
き
ま
す
。

あ
い
さ
つ
を
す
る
時
は
、
歩
行
者
や
車
を
運

転
し
て
い
る
人
に
伝
わ
る
よ
う
に
、
腹
の
底

か
ら
声
を
出
し
、
礼
は
60
度
を
意
識
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
い
さ
つ
運
動
を
し
て
い
て
僕
た
ち
が
一
番
嬉
し
い
の
は
、運
転
し
て
い
る

人
が
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴
ら
し
て
く
れ
た
り
、
笑
顔
で
手
を
あ
げ
て
く
れ
た

り
、軽
く
お
じ
ぎ
を
し
て
く
れ
た
り
す
る
時
で

す
。
こ
の
時
、
僕
た
ち
は
相
手
の
人
に
思
い
が

伝
わ
っ
て
い
る
ん
だ
な
と
感
じ
て
、自
分
た
ち

も
あ
い
さ
つ
を
す
る
の
が
楽
し
く
な
り
、心
も

躍
り
ま
す
。

　

あ
い
さ
つ
運
動
は
先
輩
た
ち
が
始
め
て
、今

年
で
８
年
目
に
な
り
ま
す
。あ
い
さ
つ
は
す
る

方
も
さ
れ
る
方
も
、気
持
ち
が
良
く
元
気
に
な

れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、み
ん
な
で
あ
い
さ
つ
運
動
を

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲夏の暑い日も、冬の寒い日もがんばっています

▲おはようございます！
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３
月
２
日（
金
）、中
村
地
域
の
学
校
給
食

に
「
ゆ
ず
甘
酢
」
を
使
っ
た
料
理
が
献
立
の

ひ
と
つ
と
し
て
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の「
ゆ
ず
甘
酢
」は
、市
の
農
商
工
等
連

携
事
業
で
支
援
す
る
４
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
一
つ
で
、Ｊ
Ａ
高
知
は
た
と
マ
ル
バ
ン

醤
油
の
連
携
に
よ
り
生
ま
れ
た
〝
地
域
の

商
品
〞
で
す
。

　

今
回
お
邪
魔
し
た
の
は
、東
山
小
学
校
３

年
２
組
の
ク
ラ
ス
。給
食
の
準
備
を
し
て
い

る
教
室
に
入
る
と
、生
徒
の
み
な
さ
ん
が
明

る
く
元
気
な
あ
い
さ
つ
と
笑
顔
で
出
迎
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
が
食
べ
る
前
に
少
し
だ
け
時
間
を
い
た
だ
き
、「
ゆ
ず
甘
酢
」に
つ

い
て
お
話
を
し
ま
し
た
。原
料
の
ゆ
ず
や
し
ょ
う
が
、醤
油
な
ど
は
全
て
市

内
産
の
も
の
が
使
わ
れ
、
市
内
で
製
造
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
、

と
て
も
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

「
い
た
だ
き
ま
ー
す
」と
元
気
な
か
け
声
と
と
も
に
、「
シ
ャ
ケ
の
塩
焼
き

〝
ゆ
ず
甘
酢
風
味
〞
」の
実
食
！ 

児
童
か
ら
は
、「
ゆ
ず
の
え
え
に
お
い
が

す
ご
い
出
ち
ょ
る
」「
魚
に
か
け
た
と
き
に
ゆ
ず
の
黄
色
が
き
れ
い
な
」
と

い
っ
た
感
想
の
ほ
か
、「
焼
き
魚
の
塩
分
と
ゆ
ず
甘
酢
の
す
っ
ぱ
さ
の
バ
ラ

ン
ス
が
ピ
ッ
タ
リ
」と
い
っ
た
〝
大
人
な
〞
コ
メ
ン
ト
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

魚
の
他
に
は
何
に
合
う
と
思
う
？
と
い
う
先
生
の
質
門
に
対
し
て
は
、唐

揚
げ
や
キ
ビ
ナ
ゴ
の
て
ん
ぷ
ら
、
サ
ラ
ダ
の
ほ
か
、チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
か
け

た
い
と
い
う
独
特
な
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。ぜ
ひ
と
も
皆
さ
ん
で
色
々
な
ア

レ
ン
ジ
を
し
て
、自
分
な
り
の
レ
シ
ピ
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

「
ゆ
ず
甘
酢
」
の
市
内
で
の
販
売
店
等
は
、
J
A
高
知
は
た
☎
（
3
4
）

5
5
5
5
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ゆ
ず
皮
た
っ
ぷ
り
「
ゆ
ず
甘
酢
」

　
　
　
　
　
　

学
校
給
食
に
登
場

ゆず甘酢のラベル

四
万
十
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

四
万
十
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

四
万
十
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

四
万
十
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

　

３
月
３
日（
土
）、第
７
回
四
万
十
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
が
市
立
中
央
公
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

四
万
十
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
は
、ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
に
顕
著
な
功
績
を
あ
げ

た
人
を
表
彰
す
る
も
の
で
、今
回
は
、優
秀
賞
と
し
て
個
人
21
人
、団
体
５
団
体
、

功
労
賞
の
個
人
１
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
、受
賞
者
や
推
薦
者
、保
護
者
あ
わ
せ
て
90
人
が
出
席
し
、ね
ん
り

ん
ぴ
っ
く
２
０
１
１
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
で
準
優
勝
し
た
、中
村
ク
ラ
ブ
の

岡
山
哲
雄
さ
ん
か
ら
、受
賞
者
を
代
表
し
て
謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

氏　名

山﨑　 立士

坂本 　省吾

谷山 　夏美

佐竹 　民和

秋田 早央里

福井　 花乃

西原　　 琳

池本 有加里

上岡 　和音

多和 　元基

中山 　大翼

中平 　慎吾

山本 　和弥

友永 　佑夏

岡添 　大樹

水野 　翔太

江口　　 望

池本 　　愛

竹中 　　源

藤田 　一生

松田 　成華

学校・学年（所属）

中村南小 ６年 （宿毛ＪＡＣ）

中筋小 ６年 　（　　〃　　）

具同小 ５年（中村ジュニアソフトテニスクラブ）

大用小 ５年（　　　　　　　〃　　　　　　）

中村小 ５年 （中村柔道スポーツ少年団）

県立中村中 ３年

　　〃 　　２年

　　〃　　 １年

　　〃　　 ３年

中筋中 ３年

東中筋中 ３年

　〃　 ３年

　〃　  ３年

宿毛工高 ２年

　〃　  ２年

　〃　  ３年

中村高 ２年

 〃   ２年

 〃   ３年

幡多農高 ３年

　〃　  ２年

種　目

陸上

〃

ソフトテニス

〃

柔道

弓道

陸上

〃

〃

〃

ソフトテニス

〃

〃

陸上

〃

〃

〃

〃

柔道

〃

ボート

【優秀賞：個人】

団体名

中村ジュニアバレーボールクラブ

東中筋中学校男子ソフトテニス部

東中筋中学校女子ソフトテニス部

しまんと

中村クラブ

人　数

12 人

12 人

12 人

20 人

5人

種　目

バレーボール

ソフトテニス

〃

バレーボール

ゲートボール

代表者・主将

福留　 玲奈

中山 　大翼

大塚　 美優

濱田　 和子

岡山　 哲雄

【優秀賞：団体】

氏 　 名

山﨑　  泉

種　目

ゲートボール

所属等

中村クラブ

【功労賞：個人】
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医
師
診
療
担
当
日
● 

受
　
　

付:

８
時
〜
11
時

● 

診
療
時
間:

９
時
〜

4
月
１
日
よ
り

月 火 水 木 金

内　科

外　科

整形外科

脳神経

外　科

泌尿器科

午前

午後

午前

午前

午前

午後 急　患　の　み

休　　　　　診

禁煙外来
（呼吸器外来）

初診 初診初診

再診

再診

再診

再診

再診

再診

再診

再診

再診

再診

初診

矢野昭起 樋口佑次

初診 矢野昭起

樋口佑次再診 高橋敏也 矢野昭起
再診
（最終週は

休診）

樋口佑次

石井泰則

高橋敏也

再診 樋口佑次

矢野昭起矢野昭起

再診 樋口佑次

（紹介患者のみ）

樋口佑次

鷲山憲治 

再診 樋口佑次 初診 高橋敏也

鷲山憲治 

国立高知
病院医師

高橋敏也

竹田修司

宇都宮俊介

河内　通

伴　昌幸

（川田祥子）

石井泰則

坪屋英志

川田祥子

（伴　昌幸）

宇都宮俊介

河内　通

伴　昌幸

（川田祥子）

石井泰則

坪屋英志

川田祥子

（伴　昌幸）

宇都宮俊介

河内　通

伴　昌幸

（川田祥子）

　

昨
年
９
月
か
ら
非
常

勤
で
市
民
病
院
の
外
来

診
療
を
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
関
係
者
の
方
々
か

ら
熱
心
に
お
誘
い
い
た

だ
き
、
本
年
４
月
か
ら
常

勤
医
師
と
し
て
勤
務
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
専
門
は
呼
吸
器
疾
患

や
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
で
す
が
、
生
活
習
慣
病
や
消
化
器
疾
患

な
ど
の
一
般
的
内
科
疾
患
の
診
療
も
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
主
な
履
歴
】

昭
和
63
年
3
月
　

徳
島
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
業

昭
和
63
年
4
月
　

徳
島
大
学
医
学
部
第
三
内
科
入
局

平
成
元
年
6
月
　

高
知
県
農
協
総
合
病
院
勤
務

平
成
2
年
4
月
　

国
立
療
養
所
東
高
知
病
院
勤
務

平
成
4
年
4
月
　

国
立
療
養
所
西
香
川
病
院
勤
務

平
成
6
年
7
月
　

平
成
病
院
勤
務（
兵
庫
県
淡
路
島
）

平
成
7
年
12
月
　

徳
島
大
学
医
学
部
第
三
内
科
勤
務

平
成
8
年
5
月
　

国
民
健
康
保
険
脇
町
診
療
所
勤
務（
徳
島
県
）

平
成
10
年
7
月
　

室
戸
中
央
病
院
勤
務

（
所
属
学
会
）
　
　

日
本
内
科
学
会
、

　
　
　
　
　
　
　

日
本
ア
レ
ル
ギ
ー
学
会
、

　
　
　
　
　
　
　

日
本
呼
吸
器
学
会

市
民
病
院
新
任
医
師
紹
介

市
民
病
院

☎（
３
４
）２
１
２
６

脳
ド
ッ
ク
検
診
費
用
助
成

　

市
で
は
、
今
年
度
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
く
も
膜
下
出
血
や

脳
梗
塞
な
ど
の
脳
卒
中
の
疾
病
予
防
と
早
期
発
見
・
治
療
を

促
進
し
、
健
康
管
理
意
識
の
向
上
と
健
康
増
進
を
図
る
た
め
、

市
民
病
院
と
連
携
し
て
、脳
ド
ッ
ク
検
診
助
成
事
業
を
行
い

ま
す
。

対

象

者
　

市
内
に
住
民
票
が
あ
り
、
平
成
25
年
３
月
31
日

　
　
　
　
　

現
在
で
40
歳
以
上
の
人
（
平
成
24
年
度
末
に
40

　
　
　
　
　

歳
に
到
達
す
る
人
以
上
の
年
齢
の
者
が
対
象
）

　

※
年
間
２
４
０
人
を
予
定

　
　

希
望
者
多
数
の
場
合
は
、昨
年
度
受
診
し
た
人
を
お
断

　
　

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

検
査
内
容
　

問
診
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
（
脳
断
層
写
真
）、
Ｍ
Ｒ
Ａ
（
脳
動

　
　
　
　
　

脈
瘤
な
ど
の
血
管
の
異
常
検
査
）
、
頸
動
脈
エ

　
　
　
　
　

コ
ー（
超
音
波
検
査
）

　

※
50
歳
以
上
の
人
に
は
早
期
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

　
　

の
簡
易
判
定
も
上
記
費
用
内
で
実
施

検
診
場
所
　

市
民
病
院

　

※
市
へ
の
助
成
申
請
後
、
市
民
病
院
か
ら
検
診
日
時
の
連

　
　

絡
が
あ
り
ま
す
。

　

毎
週
月
〜
金
曜
日
の
午
後
、１
日
２
人
ま
で

　

※
診
療
の
都
合
で
実
施
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

（
１
人
60
分
程
度
）

助
成
費
用
　

検
診
費
用
２
万
５
千
円
の
う
ち
２
万
円

　
　
　
　
　

（
自
己
負
担
金
５
千
円
）

申
請
時
期
　

4
月
10
日（
火
）〜
27
日（
金
）

実
施
時
期
　

５
月
中
旬
頃
〜
平
成
25
年
３
月
下
旬

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】

　

（
市
）保
健
介
護
課
　

☎（
３
４
）１
１
１
５

高橋　敏也医師

たかはし としや

内科部長
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【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）保
健
介
護
課
　

☎（
３
４
）１
１
６
５

　

要
介
護
高
齢
者
が
安
心
し
て
健
や
か
な
在
宅
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、市
で
は
、今
年
度
も
口
腔
ケ
ア
の
助

成
事
業（
左
記
利
用
料
金
で
受
け
ら
れ
ま
す
）を
実
施
し
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
口
か
ら
食
べ
る
こ
と
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

ま
た
、「
口
腔
の
乾
燥
」
、「
口
腔
機
能
の
低
下
」
、「
誤
嚥
性
肺

炎
」の
予
防
の
た
め
、口
腔
ケ
ア
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

口
腔
ケ
ア
と
は
、
歯
科
医
師
の
指
示
の
も
と
歯
科
衛
生
士

が
在
宅
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、
歯
お
よ
び
口
腔
内
を
き
れ
い

に
す
る
と
と
も
に
口
腔
ケ
ア
の
知
識
・
技
術
を
家
族
や
介
護

保
険
ス
タ
ッ
フ
な
ど
に
伝
達
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、入
れ
歯

の
手
入
れ
の
仕
方
や
保
管
管
理
、
清
掃
方
法
な
ど
に
つ
い
て

も
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

対
象
者

　

・ 

介
護
保
険
法
に
基
づ
き
要
介
護
４
、５
と
認
定
を
受
け
た
人

　

・ 

介
護
保
険
法
に
基
づ
き
要
介
護
３
と
認
定
を
受
け
た
人

　
　

や
そ
の
他
の
高
齢
者
で
市
長
が
適
当
と
認
め
た
人

　

※
右
記
対
象
者
で
も
介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
施
設
サ
ー

　
　

ビ
ス
や
病
院
な
ど
に
入
院
し
て
い
る
人
は
対
象
外

利
用
料
金

　

・
歯
科
医
師
訪
問：

２
０
０
円
／
１
回

　

・
歯
科
衛
生
士
訪
問：

１
０
０
円
／
１
回

実
施
期
間
　

歯
科
医
師
の
１
回
目
の
診
断
に
よ
り
期
間
を
定

　
　
　
　
　

め
、最
長
６
ヶ
月
と
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
歯
科
医
師
２
回
、歯
科
衛
生
士
24
回
が
上
限
）

口
腔
ケ
ア
事
業

　

左
記
の
各
種
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
現
在
お
持
ち
の

予
診
票
が
、
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
そ
の
ま
ま
使
用

で
き
ま
す
。

●
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン（
３
回
接
種
）
　

　

対
　

象
　

　

 

・ 

中
学
１
年
生
〜
高
校
３
年
生
相
当
の
女
子

　
　

（
平
成
６
年
４
月
２
日
〜
平
成
12
年
４
月
１
日
生
）

 

　

・ 

大
学
１
年
生
お
よ
び
大
学
２
年
生
相
当
で
平
成
23

　
　

年
度
末
ま
で
に
対
象
と
な
っ
て
い
た
女
子

●
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　

（
４
回
接
種
）

　

※
接
種
回
数
は
、開
始
時
期
に
よ
り
異
な
り
ま
す

対
　

象
　

２
ヶ
月
〜
５
歳
未
満
の
乳
幼
児

　
　
　
　

（
平
成
24
年
３
月
生
以
降
の
人
に
は
順
次
通

　
　
　
　

知
し
ま
す
）

　

こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
予
防
接
種
法
に
定
め
ら
れ
た
定

期
接
種
で
は
な
く
、
接
種
対
象
者
の
保
護
者
の
希
望
に

よ
り
受
け
て
い
た
だ
く
任
意
の
予
防
接
種
と
な
り
ま
す
。

　

接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
か
か
り
つ
け
医
と
相
談
の

う
え
、
委
託
医
療
機
関
で
個
別
に
接
種
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

子
宮
頸
が
ん
・
ヒ
ブ
・

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

無
料
接
種
期
間
は

平
成
25
年
3
月
31
日
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
　
　

庁
）保
健
介
護
課
　

☎（
３
４
）１
１
１
５

　

（
総
合
支
所
）保
健
課
　
　
　

☎（
５
２
）１
１
３
２

第
7
回

幡
多
ふ
れ
あ
い
医
療
公
開
講
座

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

幡
多
け
ん
み
ん
病
院（
経
営
企
画
課
）

　
　

☎
0
8
8
0(

6
6)

2
2
2
2

　

（
市
）保
健
介
護
課

　
　

☎(

3
4)

1
8
2
3

日
　

時
　

４
月
15
日（
日
）

　
　
　
　

13
時
開
場
、13
時
30
分
開
始

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館 

大
ホ
ー
ル

内
　

容

「
肺
が
ん
の
見
つ
け
方
と
そ
の
治
療
」

　

石
井 

泰
則（
四
万
十
市
民
病
院 

外
科
部
長
）

　

肺
が
ん
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、が
ん
死
亡
原
因
の
上
位
に

な
っ
て
い
ま
す
。肺
が
ん
の
早
期
発
見
と
そ
の
治
療
方
法
に

つ
い
て
、一
般
の
人
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

「
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
胃
が
ん
の
は
な
し

　

―

怖
い
が
ん
、怖
く
な
い
が
ん
、そ
の
治
療―

」

　

秋
森 

豊
一（
幡
多
け
ん
み
ん
病
院 

外
科
部
長
）
　

　

参
加
費
　

無
料
、ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

平
成
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麻しん風しん予防接種を受けましょう
　麻しん（はしか）は、空気感染・飛沫感染によっておこる大変感染力が強い病気で、時には重症化し、命にかか
わる場合もあります。また、さまざまな重篤な疾患（肺炎、脳炎、中耳炎など）を併発しやすいことも特徴です。
　麻しんにかからないようにするためには、予防接種が最も効果的であり、確実に２回の予防接種を受けるこ
とにより、麻しんに対する免疫を持続できるものと考えられています。
　対象者には個別に通知をしますので、体調の良いときにできるだけ早く受託医療機関で予防接種を受けて
ください。接種料金は無料です。

対　象　者 接種期間

1期

2期

3期※

4期※

1歳～2歳未満（誕生日の前々日まで）

小学校就学前の幼児（Ｈ18.4.2～Ｈ19.4.1生）

中学1年生相当年齢（Ｈ11.4.2～Ｈ12.4.1生）

高校3年生相当年齢（Ｈ6.4.2～Ｈ7.4.1生）

1歳になる前に個別通知をします。

平成24年4月1日

平成25年3月31日

【問い合わせ先】 (本庁)保健介護課 ☎(34)1115　(総合支所)保健課 ☎(52)1132

〜

【
平
成
24
年
度
対
象
者
】

※1歳になったらできるだけ早く接種をしましょう。

※毎年春から夏にかけて麻しんの流行がみられますので、
　早めに接種をしましょう。

※平成20年度から5年間に限ります。

　

「
仮
徴
収
」と
は
、世
帯
主
が
受
給
す
る
４
月
、６
月
、８
月
の
年
金
か
ら
、あ
ら
か
じ

め
天
引
き
す
る
こ
と
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
税
を
納
付
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

■
仮
徴
収
の
対
象
と
な
る
世
帯

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
の
う
ち
、加
入
者
全
員
が
４
月
１
日
時
点

で
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
あ
り
、次
の（
１
）か
ら（
４
）の
全
て
に
該
当
す
る
場
合
。

　

た
だ
し
、世
帯
主
が
国
保
に
加
入
し
て
い
な
い
世
帯
は
除
き
ま
す
。

　

（
１
）世
帯
主
が
年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合

　

（
２
）世
帯
主
が
介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収
の
対
象
者
で
あ
る
場
合

　

（
３
）国
保
税
と
介
護
保
険
料
の
合
計
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
な
い
場
合

　

（
４
）口
座
振
替
へ
の
納
付
方
法
変
更
申
し
出
を
し
て
な
い
場
合

　

◆
新
た
に
平
成
24
年
度
よ
り
仮
徴
収
と
な
る
人

　
　

前
年
度
国
保
税
額
の
６
分
の
１
を
、１
回
あ
た
り
の
額
と
し
て
仮
徴

　

収
し
ま
す
。

　
　

ま
た
、新
規
の
対
象
者
に
は
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

◆
す
で
に
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
人

　
　

原
則
と
し
て
、平
成
24
年
２
月
に
年
金
か
ら
天
引
き
し
た
税
額
と
同

　

額
を
、１
回
あ
た
り
の
額
と
し
て
仮
徴
収
し
ま
す
。

　
　

な
お
、四
万
十
市
国
民
健
康
保
険
税
は
毎
年
７
月
に
決
定
す
る
の
で
、

　

新
年
度
の
決
定
税
額
か
ら
仮
徴
収
分
を
差
し
引
い
た
残
り
の
税
額
を
、

　

10
月
、
12
月
、
翌
年
２
月
の
３
回
に
分
け
て
年
金
か
ら
天
引
き
（
本
徴

　

収
）し
ま
す
。

※「
年
金
天
引
き
」と「
口
座
振
替
」を
選
択
で
き
ま
す

　

年
金
か
ら
の
天
引
き
を
中
止
し
て
口
座
振
替
で
の
納
付
を
希
望
す
る

人
は
、別
途
申
請
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
　
　

庁
）税
務
課 

市
民
税
係
　
　
　
　

☎（
３
４
）１
１
１
２（
直
通
）

　

（
総
合
支
所
）税
務
課 

西
土
佐
税
務
分
室
　

☎（
５
２
）１
１
１
１（
代
表
）

平
成
24
年
度
分
の
国
民
健
康
保
険
税
が

年
金
か
ら
「
仮
徴
収
」
さ
れ
ま
す

■
公
共
下
水
道 

平
成
24
年
度

供
用
開
始
区
域

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
下
水
道
区

域
拡
張
工
事
が
、
角
崎
、中
村
丸
の
内
、中
村
桜

町
、中
村
本
町
２
丁
目
、右
山
、中
村
一
条
通
２

丁
目
の
区
域
の
一
部
で
完
成
し
ま
し
た
。

　

本
年
４
月
１
日
か
ら
下
水
道
を
利
用
で
き

ま
す
。

　

区
域
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
都
市
整
備
課
で

縦
覧
で
き
ま
す
。

■
合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
事
業

　

市
で
は
、
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、

合
併
浄
化
槽
の
設
置
に
つ
き
一
律
30
万
円
の

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
補
助
に
つ
い
て
の
条

件
、
手
続
き
な
ど
、
詳
し
い
こ
と
は
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
　
　

庁
）都
市
整
備
課 

下
水
道
係

　

☎（
３
４
）６
１
２
９

（
総
合
支
所
）地
域
企
画
課 

地
域
振
興
係

　

☎（
５
２
）１
１
１
１
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問
い
合
わ
せ
先

■

幡
多
年
金
事
務
所（
中
村
東
町
２
丁
目
４-
10
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
３
４
）１
６
１
６

（
本
　
　

庁
）市
民
課 

市
民
係
　
　
　

（
３
４
）１
１
１
３

（
総
合
支
所
）市
民
課 

西
土
佐
市
民
国
保
分
室
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
５
２
）１
１
１
１

学
生
に
は「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　
　
　

が
あ
り
ま
す
！

　

日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、
20
歳
に
な
っ
た

時
か
ら
国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
な
り
、
保
険
料
の
納

付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
学
生
に
つ
い
て
は
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納

付
特
例
制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

《
対
象
者
》

　

大
学
（
大
学
院
）
、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門

学
校
、
専
修
学
校
等
※
１

に
在
学
す
る
20
歳
以
上
の
学
生

で
、
学
生
本
人
の
前
年
の
所
得
が
１
１
８
万
円
以
下
※
２

の
人
（
平
成
23
年
度
の
所
得
基
準
）

※
１
…
夜
間
・
定
時
制
課
程
や
通
信
制
課
程
も
含
ま
れ

　
　
　

ま
す
。

※
２
…
扶
養
親
族
等
が
い
る
場
合
や
社
会
保
険
料
控
除

　
　
　

等
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
数
や
金
額
に
応
じ
た

　
　
　

額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
幡
多
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

《
承
認
期
間
》
　

平
成
24
年
４
月
〜
平
成
25
年
３
月

《
承
認
を
受
け
た
期
間
は
…
》

　

学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期
間
は
、
将
来
受
け
る
年

金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に

は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
は
、
10
年

　

以
内
で
あ
れ
ば
納
付
（
追
納
）
が
可
能
で
す
。（
た
だ
し
、

　

承
認
を
受
け
た
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年
度
目
以

　

降
に
追
納
す
る
場
合
に
は
、
当
時
の
保
険
料
に
一
定

　

の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
）

《
申
請
手
続
き
》

　

幡
多
年
金
事
務
所
お
よ
び
本
庁
市
民
課
・
総
合
支
所

西
土
佐
市
民
国
保
分
室
で
、
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　

申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す
（
前
年
度
に
承
認
を
受
け

て
い
た
人
も
、
引
き
続
き
学
生
の
場
合
は
再
度
申
請
が

必
要
で
す
）
。
申
請
が
遅
く
な
る
と
、
万
が
一
の
時
に
障

害
基
礎
年
金
等
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　

年
金
手
帳
、
学
生
証
の
写
し
ま
た
は
在
学
証
明
書
、
印

鑑（
本
人
署
名
の
場
合
は
不
要
）
な
ど

※
前
年
度
に
学
生
納
付
特
例
の
申
請
を
し
た
人
で
、
申

　

請
書
に
卒
業
予
定
年
月
日
を
記
入
し
、
本
年
度
も
引

　

き
続
き
在
学
中
の
人
に
つ
い
て
は
、
日
本
年
金
機
構

　

か
ら
申
請
ハ
ガ
キ
が
送
付
さ
れ
、
簡
単
な
記
入
で
申

　

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に

　
　
　
　

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
　
　

庁
）
市
民
課 

国
保
係（

３
４
）
１
１
１
４

　

（
総
合
支
所
）
市
民
課 

西
土
佐
市
民
国
保
分
室

（
５
２
）
１
１
１
１

■
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、被
保
険
者
そ
れ
ぞ
れ

の
人
に
保
険
料
が
賦
課
さ
れ
て
い
ま
す
。
保
険
料
に
未

納
の
あ
る
人
に
は
督
促
状
や
催
告
書
が
送
付
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

納
め
忘
れ
の
あ
る
人
は
、至
急
納
付
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
平
成
24
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
仮
徴
収
が

　

始
ま
り
ま
す

◎
新
た
に「
年
金
か
ら
の
天
引
き
」が
始
ま
る
人

　

左
記
の
３
つ
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
人

 

・ 

平
成
23
年
６
月
25
日
か
ら
10
月
２
日
ま
で
に
資
格
を

取
得
し
た

 

・ 

年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
で
、
介
護
保
険
料
と
合
わ

せ
た
保
険
料
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１
以
下

 

・ 

口
座
振
替
へ
の
納
付
方
法
変
更
申
し
出
を
し
て
い
な
い

※
４
月
支
給
分
の
年
金
か
ら
天
引
き
が
始
ま
る
人
に
は
、

４
月
２
日
に
通
知
書
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

◎
現
在「
年
金
か
ら
の
天
引
き
」と
な
っ
て
い
る
人

　

原
則
と
し
て
平
成
24
年
２
月
の
年
金
か
ら
天
引
き
し

た
金
額
と
同
じ
金
額
を
、
平
成
24
年
度
の
保
険
料
の
仮

徴
収
分
と
し
て
、４
月
、６
月
、８
月
に
特
別
徴
収（
年
金

天
引
き
）で
納
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

平
成
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年
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月
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幅
広
く
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
等
を
求
め
る
た
め
に
被
保
険
者
の
中
か
ら
、

「
四
万
十
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
四
万
十
市
介
護
保
険
事
業
計
画
運
営
協
議
会
」、｢

四
万

十
市
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
運
営
委
員
会｣

等
を
兼
ね
る
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
役
割（
内
容
）

①「
四
万
十
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
四
万
十
市
介
護
保
険
事
業
計
画
運
営
協
議

　

会
」の
運
営
委
員

　

介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な
運
営
の
た
め
、「
四
万
十
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
四
万
十

　

市
介
護
保
険
事
業
計
画
」の
進
行
管
理
や
見
直
し
お
よ
び
介
護
保
険
の
運
営
に
関

　

す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

②「
四
万
十
市
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
運
営
委
員
会
」の
運
営
委
員

　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
適
正
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
、地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

　

ス
の
指
定
や
質
の
確
保
お
よ
び
運
営
評
価
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

③「
四
万
十
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
」の
運
営
委
員

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
円
滑
か
つ
適
正
な
運
営
の
評
価
に
関
す
る
事
項
に

　

つ
い
て
協
議
す
る
。

●
任
　

期
　

①
お
よ
び
②…

平
成
25
年
２
月
28
日
ま
で

　
　
　
　
　

③…

平
成
24
年
６
月
１
日
か
ら
３
年
間

●
募
集
人
数
　

１
人

●
身
　

分
　

四
万
十
市
非
常
勤
職
員
特
別
職

●
資
　

格

　

平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
65
歳
以
上
で
、
市
内
に
居
住
し
、
介
護
保
険
事
業
等
に

　

関
心
を
持
っ
て
い
る
人
。
ま
た
、
年
に
２
〜
３
回
程
度
（
い
ず
れ
も
平
日
昼
間
）
開

　

催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る
人
。
　

●
申
込
方
法

　

本
庁
保
健
介
護
課
お
よ
び
総
合
支
所
保
健
課
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙（
自
己
推

　

薦
内
容
等
記
入
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
限
　

５
月
１
日（
火
）ま
で

●
選
　

考
　

提
出
さ
れ
た
申
込
用
紙
の
自
己
推
薦
文
の
内
容
等
を
考
慮
し
選
考
し

　
　
　
　
　

ま
す
。（
５
月
下
旬
頃
予
定
）

　
　【

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

（
本
　
　

庁
）保
健
介
護
課 

長
寿
介
護
係 

☎（
３
４
）１
１
６
５

（
総
合
支
所
）保
健
課 

保
健
係
　
　
　

 

　

☎（
５
２
）１
１
３
２

介
護
保
険
関
係
運
営
委
員 

募
集

　

市
で
は
介
護
予
防
講
座「
シ
ニ
ア
す
こ
や
か
温
水
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
」の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
講
座
は
、
膝
や
腰
へ
の
負
担
が
少
な
い
水
中
運
動

で
、筋
力
を
鍛
え
柔
軟
性
を
向
上
さ
せ
る
と
共
に
楽
し
く
温

水
プ
ー
ル
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
こ
と
に
よ
り
、介
護
状
態

に
な
る
こ
と
を
予
防
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

期
　

間
　

【
前
　

期
】５
月
〜
９
月

　
　
　
　

【
後
　

期
】10
月
〜
２
月
　

時
　

間
　

12
時
15
分
〜
13
時
15
分（
受
付：

11
時
30
分
〜
）

場
　

所
　

市
立
温
水
プ
ー
ル

コ
ー
ス
／
定
員
　
　

　

・
毎
週
月
曜
コ
ー
ス（
全
15
回
）／
30
人

　

・
毎
週
金
曜
コ
ー
ス（
全
15
回
）／
30
人

　

※

申
込
者
が
定
員
を
上
回
る
場
合
は
、こ
の
講
座
を
受
講

　
　

し
た
こ
と
の
な
い
人
を
優
先
し
ま
す
。

運
動
内
容
　

水
中
ス
ト
レ
ッ
チ
、
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

　
　
　
　
　

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
な
ど

対
象
者
　

65
歳
以
上
の
四
万
十
市
民
で
介
護
保
険
要
介
護

　
　
　
　

 

認
定
を
受
け
て
い
な
い
人

※
持
病
の
あ
る
人
は
事
前
に
か
か
り
つ
け
医
師
に
プ
ー
ル

　

で
運
動
し
て
い
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

講
　

師
　

（
財
）四
万
十
市
体
育
協
会
所
属
の
水
泳
指
導
者

参
加
料  
無
料（
プ
ー
ル
入
場
料
も
無
料
）

受
付
期
間
　

４
月
11
日（
水
）〜
25
日（
水
）

※

実
施
期
間
終
了
後
、
半
年
に
１
回
体
力
測
定
及
び
健
康

　

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

（
財
）四
万
十
市
体
育
協
会
事
務
局
　

☎（
３
４
）２
０
７
１

介
護
予
防
講
座
　

  

シ
ニ
ア
す
こ
や
か
温
水
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

【23年度後期参加者の測定データ（平均値）】

前屈 (cm)

握力[右] (kg)

握力[左] (kg)

脚力 (回)

腹筋 (回)

片足立ち (秒)

12.1

30.5

28.7

31.3

17.5

61.3

13.6

27.2

24.8

32.7

21.2

55.4

　個人差はありますが、23年度の講座では、

握力についてはあまり成果は見られません

が、脚力･腹筋など下半身の体力維持につい

ては成果が現れています。

　これらの向上は日常生活での転倒防止等

に役立っていると考えられます。

測定項目 参加前 参加後 評　　価
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四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター “ぽっぽ”“ぽっぽ”“ぽっぽ”

問い合わせ先

四万十市地域子育て支援センター“ ぽっぽ ”
右山元町1丁目2-10　☎（３５）３７４８

時

場

①4月24日（火）、②26日（木）、③27日（金）
9：30～11：30
子育て支援センター

時

場

①5月7日（月）、②8日（火）、③10日（木）
9：30～11：30
子育て支援センター

親子ふれあい活動　　0･1･2･3歳児対象

　1年間仲良く過ごすお友だちと顔合わせ。みんなで手遊びを
したり、歌をうたって楽しく過ごしましょう♪

はじめましてよろしくね！

時

場
4月19日（木）　9：30～11：30
子育て支援センター

その他の活動

　1年間仲良く過ごすお友だちと顔合わせ。みんなで手遊びを
したり、歌をうたって楽しく過ごしましょう♪

ぴよちゃんクラブ　（はじめましてよろしくね！）

時

場
4月20日（金）　9：30～11：30
子育て支援センター

　グループのお友だちと“ぽっぽ”のお庭やおもちゃで遊ぼ
うね！手作りの名札を作ったり、自己紹介もするよ。

ぽっぽで遊ぼう　①②③ ※日程ごとに①②③グループに分かれます。

　手作りおもちゃやままごとコーナーで仲良く遊ぼうね。お
外にはブランコやすべりだいもあるよ！

なかよく遊ぼう　①②③

お願い
　参加を希望される人は、準備等の都合がありますので、あ
らかじめご連絡ください(活動内容によっては、ご遠慮をお
願いする場合もあります)。なお、それぞれの活動については、
1グループ20組程度に分かれての活動となりますのでご了
承ください。
　駐車場は、少しスペースが狭く10数台しか置けませんの
で、奥の方からつめて置いていただくようお願いします。

親子ふれあい活動
◇１・２・３歳児対象
　（平成20年・21年・22年4月から翌年3月に生まれたお子さん）
　簡単なおもちゃを作ったり、リズム遊びや園庭遊びなどをし
て親子で楽しみます。
　　毎週1回程度　　　9：30～11：30
◇ぴよちゃんクラブ
　対象：妊婦さんと0歳児（平成23年4月以降に生まれたお子さん）
　簡単なおもちゃを作ったり、親子のふれあい遊びを楽しみます。
　　毎月1回程度　　　9：30～11：30
フリーデー
　活動を行っていない日の午前中（9:30～12:00）と、毎日午後
（13：30～16：30）も開所しています。子どもさんの、生活リズム
を考えながらご利用ください。

子育て相談
◇電話相談・来所相談
　子育てについて日頃思っていること、悩んでいることなど
気軽にご相談ください。
　　毎週月曜日～金曜日　　9：30～11:30、13：30～16：30
☆毎月第3木曜日は家庭相談員による相談を行っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9：30～11：30
※活動がある日の午前中は、相談に応じられない場合もあり
　ます。ご了承下さい。

利用できる人
　子育て支援センターの活動・利用は、市内在住で保育所や幼
稚園に通っていない就学前の乳幼児とその保護者、家族を対
象としています。なお、平成20年3月以前に生まれたお子さん
についてはフリーデーのご利用をお願いします。

子育て支援センターはこんな活動を行っています

　子育ては、なにかとストレスがたまりがちなものです。家に閉じこもりがちになったり、育児に自信がもてなくなったりしてい
ませんか。四万十市地域子育て支援センター“ぽっぽ”は、子育て真最中のお母さんやお父さん、ご家族の子育てを支援するための
施設です。親同士、子ども同士が親しみ、触れ合う小さな出会いの場としてご利用ください。

です！です！です！

　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構
で

は
、
交
通
事
故
被
害
者
の
家
庭
に
対
し
て
育

成
資
金
の
貸
し
付
け
や
、
介
護
料
の
支
給
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

育
成
資
金
の
貸
し
付
け
は
、自
動
車
事
故
が

原
因
で
保
護
者
を
亡
く
し
た
り
、重
度
の
後
遺

障
害
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
生
活
困
窮
家
庭

の
児
童（
中
学
生
以
下
）に
、義
務
教
育
修
了
ま

で
の
経
済
的
手
助
け
を
行
う
制
度
で
す
。

　

ま
た
、介
護
料
は
、自
動
車
事
故
が
原
因
で

重
度
の
後
遺
障
害
者
と
な
り
、
介
護
が
必
要

と
な
っ
た
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
育
成
資
金
貸
付
額
】

 

・ 

一
時
金
　
　

：

15
万
５
千
円

　

 

・ 

入
学
支
度
金

：

４
万
４
千
円

 

・  

月
　

額
　
　

：

２
万
円

【
介
護
料
支
給（
月
額
）】

　

 

・ 

重
度
後
遺
障
害
の
程
度
に
よ
っ
て
月
額

　
　

３
万
円
か
ら
13
万
円
ま
で
支
給
額
は
異

　
　

な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構

　

（
高
知
市
南
ノ
丸
町
５
―
1
7　

高
知
県

 

ト
ラ
ッ
ク
会
館
内
）

　

☎
０
８
８（
８
３
１
）１
８
１
７

交
通
事
故
被
害
者
の
家
庭
を

　
　
　
　
　

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す平

成
24
年
4
月
号
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郷土資料館からのお願い
　資料館では､今年度に特別展として、地震、台風、水害などに関する企画展を計画しています。自然災害
の写真や資料等をお持ちの人は下記までお知らせください。

【問い合わせ・連絡先】市立郷土資料館　☎（35）4096

～管理栄養士からのメッセージ～

作
り
方

（四万十市福祉事務所 保育所係　橋田典子）

栄養成分【１人分】

エネルギー：61kcal

たんぱく質：1.3g

脂　　質：0.1g

食物繊維：0.5g

【材料5人分】 

　文旦をはじめ、果物に多く含まれるペクチンは天然の多糖類で、ゼリー化
(ゲル化)作用があります。果物を糖分と一緒に煮詰めてジャムができるのはこ
のペクチンの働きによるものです。
　ペクチンは私たちの身体に取りこまれると、食物繊維としての働きをします。
食物繊維を十分にとって腸の働きをととのえることは、有害物質を体外に出し
て健康を維持することに大きく効果があります。
　日頃から、果物や野菜をしっかりとるよう心がけるといいでしょう。

■　高知県ではおなじみの土佐文旦、ほろ苦くてさっぱりした甘さが特徴
　です。皮をはぎながらついぱくぱく・・気づいたら1個なくなってた、とい
　うこともしばしば。
　　ビタミンCやミネラルを多く含み、風邪予防に効果があるのはもちろ
　んのこと、話題のGABA（ギャバ）も含まれているので、血圧高めの人や中
　性脂肪が気になる人、お肌が乾燥しがちな人にも食べてもらいたいかん
　きつ類です。

文旦 ……………………250g

粉ゼラチン ………………5g

はちみつ ……………大さじ3

水………………………250cc

①文旦は皮をはいで種を除き、実だけにします
②ゼラチンを水少量(分量外)でふやかしておきます。
③水を火にかけ、はちみつを溶かしてからゼラチンを加えて混ぜ、別容器
に移して粗熱を取ります。
④文旦の実をほぐしながら③に加えて混ぜ合わせ、冷蔵庫で冷やし固め
ます。ふるふるに固まったらざっと混ぜていただきます。

　※お急ぎなら冷凍庫でもＯＫ、途中何回か混ぜながら１時間ほどでできあがり

　ます。水分の抜けた文旦もこうすると美味しくいただけますよ。

文旦のビタミンジェル

四
万
十
市
体
験
型
観
光
受
入
研
究
会
だ
よ
り

先
進
地
視
察

　

３
月
13
日（
火
）〜
15
日（
木
）、体
験

観
光
の
先
進
地
で
あ
る
長
崎
県
小
値

賀
町
の「
お
ぢ
か
ア
イ
ラ
ン
ド
ツ
ー
リ

ズ
ム
」
と
大
分
県
別
府
市
の
「
ハ
ッ
ト

ウ
・
オ
ン
パ
ク
」の
視
察
が
行
わ
れ
、当

研
究
会
の
土
居
敬
会
長
を
含
む
幡
多

地
域
の
観
光
関
係
者
が
参
加
し
て
、実

際
の
民
泊
体
験
、ま
ち
あ
る
き
体
験
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、幡
多
地
域
な
ら
で
は
の
観

光
資
源
や
各
種
体
験
な
ど
、着
地
型
旅

行
商
品
の
提
供
者
と
、旅
行
者
や
旅
行

会
社
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
つ
な
ぐ
シ

ス
テ
ム
作
り
を
進
め
て
い
る
「
四
万

十
・
足
摺
エ
リ
ア（
幡
多
地
域
）観
光
圏

協
議
会
」の
主
催
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

小
値
賀
町
は
、も
と
も
と
一
次
産
業

が
中
心
で
観
光
地
で
は
な
か
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、島
全
体
を
売
り
出
す

た
め
の
取
り
組
み
に
成
功
し
て
、今
や

全
国
的
に
も
観
光
地
と
し
て
有
名
に

な
り
、民
泊
体
験
の
受
入
が
進
ん
で
い

ま
す
。

　

ま
た
、別
府
市
は
温
泉
を
観
光
資
源

に
民
間
事
業
者
が
中
心
と
な
っ
て
事

業
展
開
し
、
滞
在
型
・
体
験
型
観
光
の

推
進
に
成
功
し
、こ
の
取
り
組
み
方
法

が
日
本
全
国
に
広
が
り
を
見
せ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
視
察
を
通
じ
て
、土
居
会
長
か

ら「
ど
の
地
域
に
お
い
て
も
地
域
住
民

が
こ
よ
な
く
地
元
を
愛
し
、
誇
り
を

持
っ
て
い
て
、〝
自
分
た
ち
の
地
域
を

何
と
か
す
る
ん
だ
〞
と
い
う
熱
い
想

い
も
あ
っ
た
。ま
た
そ
の
話
し
て
い
る

時
に
目
を
輝
や
か
せ
て
話
し
て
い
る

姿
が
特
に
印
象
強
か
っ
た
。私
た
ち
の

住
む
四
万
十
市
、な
ら
び
に
幡
多
地
域

も
、と
て
も
自
然
や
人
情
の
豊
か
な
地

域
な
の
で
、こ
れ
か
ら
も
自
信
と
誇
り

を
持
ち
つ
つ
、新
し
い
こ
と
へ
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
く
気
持
ち
も
必
要
だ
と

感
じ
た
」と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

【問い合わせ先】四万十市体験型観光受入研究会事務局（観光課） ☎（34）1783

ガイドから小値賀島の神嶋神社について説明を受けるメンバー
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１
月
24
日
、１
０
１
年
目
に
な
る
幸
徳
秋
水
の
墓
前
祭
に
参
加
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。小
雪
の
舞
い
上
が
る
な
か
、正
福
寺
の

境
内
で
墓
前
祭
が
何
十
年
も
前
か
ら
行
な
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
知

り
、感
無
量
で
し
た
。

　

式
の
最
後
、呼
び
か
け
て
い
た
だ
き
、ち
ょ
っ
と
躊
躇
し
ま
し
た

が
、思
い
切
っ
て
献
花
す
る
こ
と
が
で
き
て
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。こ

の
場
面
が
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
、よ
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
ど
も
姉
妹
の
祖
母
（
ル
イ
、
朝
子
）
は
秋
水
の
最
初
の
妻
で
し

た
。祖
母
は
秋
水
に
離
縁
を
さ
れ
、福
島
に
帰
さ
れ
た
あ
と
、祖
父
と

再
婚
し
、父
を
生
み
ま
し
た
。

　

私
ど
も
は
お
ば
あ
さ
ん
と
東
京
で
ず
っ
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
お

り
ま
し
た
の
で
、そ
の
仕
草
を
よ
く
覚
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
を
よ
く
読
み
、作
法
も
キ
チ
ン
と
す
る
人
で
、両
手
を
重
ね
る

時
は
手
の
ひ
ら
を
上
に
し
て
合
わ
せ
ま
す
。手
の
甲
の
皺
を
相
手
に

見
せ
な
い
た
め
で
す
。家
の
中
で
は
常
に
凛
と
し
て
、そ
つ
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。ま
た
、大
き
な
声
は
出
さ
な
い
人
で
、外
に
も
あ
ま

り
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

お
ば
あ
さ
ん
は
昭
和
48
年
、当
時
と
し
て
は
長
寿
の
92
歳
で
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、私
ど
も
は
お
ば
あ
さ
ん
か
ら
も
父（
昭
和
33
年
死

去
）か
ら
も
秋
水
の
こ
と
は
聞
い
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。昭
和
57

年
、新
聞
報
道
を
さ
れ
て
初
め
て
知
り
、驚
き
ま
し
た
。い
ま
考
え
る

と
、お
ば
あ
さ
ん
は
ど
う
し
て
秋
水
に
た
っ
た
１
年
で
離
縁
を
さ
れ

た
の
か
と
思
い
ま
す
。

　

中
村
に
は
一
度
は
訪
ね
た
い
と
前
々
か
ら
思
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、な
か
な
か
踏
ん
切
り
が
つ
か
ず
、ま
た
チ
ャ
ン
ス
も
な
く
、情
報

も
乏
し
い
状
況
で
し
た
。

　

こ
の
度
は
、私
の
同
級
生
の
木
原
恵
美
子
さ
ん（
広
島
県
三
原
市
、

写
真
左
）が
情
報
を
く
れ
、誘
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。初
め
は

木
原
さ
ん
と
姉
の
チ
ヅ
で
行
く
つ
も
り
で
し
た
が
、妹
栄
も
行
き
た

い
と
い
う
の
で
３
人
で
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

中
村
駅
に
着
い
た
時
は「
や
っ
と
来
た
」と
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。

南
国
土
佐
で
雪
に
合
お
う
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。で
も
、あ
ま

り
寒
さ
は
感
じ
ず
、住
み
よ
い
町
の
よ
う
で
す
。

　

中
村
で
は
本
当
に
予
想
も
つ
か
な
い
出
逢
い
が
多
く
感
動
し
ま

し
た
。秋
水
の
生
家
跡
を
訪
ね
よ
う
に
も
場
所
が
わ
か
ら
ず
、数
人

の
方
に
お
伺
い
し
ま
し
た
。す
る
と
一
人
の
年
配
の
女
性
が
そ
こ
ま

で
案
内
を
し
て
く
だ
さ
り
、そ
の
後
自
宅
で
コ
ー
ヒ
ー
を
出
し
て
接

待
も
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
夕
方
で
私
た
ち
も
汲
々
と
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、こ

の
コ
ー
ヒ
ー
の
美
味
し
さ
に
は
感
激
で
し
た
。な
ん
と
素
敵
な
方
な

の
だ
ろ
う
と
思
い
を
残
し
て
失
礼
し
ま
し
た
。

　

四
万
十
の
風
景
が
頭
に
焼
き
つ
い
て
お
り
、ま
た
お
伺
い
し
た
い

気
持
ち
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
が
ご
縁
で
こ
れ
か
ら
も
お
付

き
合
い
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

四
万
十
市
の
皆
様
、心
か
ら
の
お
も
て
な
し
、あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
　

反
逆
者
の
妻
と
な
り
し
も
一
年
余
　

　
　
　
　
　
　

世
を
は
ば
か
り
ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
す

　
　

秋
水
の
　

お
墓
の
前
の
　

薄
氷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栄

秋
水
の
ふ
る
さ
と
を
訪
ね
て

　

四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援
団
員
か
ら
の
便
り佐

藤
栄
（
写
真
右
）

　

東
京
都
墨
田
区

　

昭
和
19
年
生

秋
澤
チ
ズ
（
写
真
中
）

　

千
葉
市

　

昭
和
14
年
生

 

図
書
館
新
着
図
書
紹
介

　

渋
谷
雅
之
著

　
　

『
樋
口
真
吉
日
記（
上
）』

　

著
者
は
、
中
土
佐
町
久
礼
の
出
身
で
、

元
徳
島
大
学
薬
学
部
教
授
。

　

個
人
出
版
に
よ
る
「
近
世
土
佐
の
人

物
」
を
紹
介
し
て
い
く
シ
リ
ー
ズ
の
第

６
巻
を
こ
の
ほ
ど
刊
行
。

　

幡
多
勤
皇
党
の
首
領
と
し
て
土
佐
の

維
新
史
を
語
る
に
避
け
て
通
る
こ
と
の

で
き
な
い
樋
口
真
吉
の
若
い
頃
、
大
石

神
影
流
の
剣
術
修
業
時
代
か
ら
4
0
歳

ま
で
の
砲
術
の
専
門
家
と
し
て
活
躍
す

る
時
期
の
日
記
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

特
に
巻
頭
で
は
、
著
者
が
先
日
発
見

し
た
樋
口
真
吉
の
２
枚
目
の
写
真
に
つ

い
て
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

坂
本
龍
馬
の
才
能
を
い
ち
早
く
見
抜

い
て
い
た
慧
眼
の
人
物
と
し
て
も
知
ら

れ
て
お
り
、
歴
史
的
に
も
近
年
再
評
価

の
光
が
当
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
３
１
８
ペ
ー
ジ
、著
者
発
行
）
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働く婦人の家講座「和裁」
日
　

程
　

　

５
月
７
日
〜
８
月
20
日
の
間
で
７
月
16
日
を
除

　

く
毎
週
月
曜
日（
全
15
回
）

時
　

間
　

19
時
〜
21
時
30
分

　

※
講
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
が
変
更
に
な
る
場

　
　

合
が
あ
る
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

場
　

所
　

働
く
婦
人
の
家 

２
階 

和
室

講
　

師
　

中
島 

京
子

対
　

象
　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
女
性

定
　

員
　

10
人

受
講
料
　

無
料

用
意
す
る
も
の  

　

ゆ
か
た
反
物（
綿
）、糸
、針
、ヘ
ラ
、チ
ャ
コ
、

　

も
の
さ
し（
ク
ジ
ラ
サ
シ
）

申
込
期
間
　

４
月
18
日（
水
）〜

申
込
方
法
　

　

本
人
に
限
り
窓
口
・
電
話
で
受
付

　

（
９
時
〜
17
時
15
分
／

12
時
〜
13
時
、土
、日
、祝
日
を
除
く
）

　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

教
室
・
講
座

住
宅
名
ほ
か
　

　

有
岡
団
地
共
同
住
宅
Ａ
‐
６
号
室（
２
階
）

所
在
地
　

有
岡
１
６
７
５

構
　

造
　

耐
火
構
造
２
階
建

間
取
り
　

６
畳
×
２
、4.5
畳
×
1

　
　
　
　

Ｄ
Ｋ
、Ｗ
Ｃ
、浴
室
、物
置
　
　

建
築
年
　

平
成
２
年
度

家
　

賃
　

１
５
１
０
０
円
か
ら

　
　
　
　

※
入
居
世
帯
の
所
得
額
に
よ
り
異
な
り
ま
す

入
居
資
格
　

・
単
身
の
場
合
は
、
昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前
に

出
生
し
た
人

・
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

・
所
得
に
制
限
が
あ
り
ま
す

　

※
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　

希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す

募
集
案
内
　

（
市
）財
政
課
ま
で

受
付
期
間
　

４
月
９
日（
月
）〜
20
日（
金
）

入
居
予
定
　

６
月
下
旬

募
　

集

市営住宅入居者募集

（社）四万十市観光協会　☎（35）4171問

（市）財政課 管財契約係　☎（34）6120問 申

働く婦人の家　☎（34）6299問 申

　

世
界
唯
一
の
ラ
ジ
コ
ン
水
上
機
の
大
会
で
、全

国
か
ら
参
加
者
が
集
ま
っ
て
、自
慢
の
テ
ク
ニ
ッ

ク
を
競
い
合
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
供
た
ち
も
楽
し
め
る
よ
う
に
、
紙
飛

行
機
大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
い
ま
す
。

日
　

時
　

４
月
21
日（
土
）９
時
〜
16
時
　

　
　
　
　
　
　

22
日（
日
）９
時
〜
15
時

場
　

所
　

四
万
十
川
ボ
ー
ト
コ
ー
ス（
鍋
島
）

催
　

し

第9回 四万十川ラジコン水上フェスタ

還付金詐欺に

注意しましょう
今年に入り、高知県内で医療費
の還付金詐欺が発生しています。

■手　口
　市役所や社会保険事務所の担
当者を名乗り、「通知書が届いて
いませんか？」などと電話をか
けてきて、言葉巧みにATMに誘
導し、操作を指示して相手の口
座に振り込ませます。

■対　策
　不審な電話があった場合は、
一人では判断せず、家族や警察
などに相談するとともに、必ず
事実を確認してください。

■その他
　高額の被害も発生しています。
　ATMを操作して、還付金が振
り込まれることは絶対にありま
せん。
　今後、同種事案の発生が予想
されますので、十分に注意して
ください。

【問い合わせ先】
　中村地区地域安全協会
　（中村警察署内） ☎（34）0110
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お
知
ら
せ

催
　

し

奥屋内天然色堂「山茶つみ体験」 　

奥
屋
内
上
地
区
の
住
民
グ
ル
ー
プ
「
か
じ
や

村
の
若
衆
会
」主
催
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

こ
の
地
区
に
自
生
す
る
山
茶
を
摘
ん
で
、

煎
っ
て
、揉
ん
で
の
お
茶
づ
く
り
体
験
。午
後
は
、

黒
尊
流
域
の
木
々
を
使
っ
た
マ
イ
箸
づ
く
り
体

験
や
天
然
大
杉
の
あ
る
黒
尊
神
社
へ
の
散
策
も

行
い
ま
す
。

　

お
昼
は
、は
が
ま
で
炊
い
た
ご
飯
、山
菜
の
ち

ら
し
寿
司
と
天
ぷ
ら
、し
し
汁
、か
じ
や
の
酢
じ

し
、シ
カ
肉
串
焼
き
な
ど
、地
元
食
材
た
っ
ぷ
り

の
田
舎
料
理
で
奥
屋
内
の
お
ば
ち
ゃ
ん
、
お
ん

ち
ゃ
ん
た
ち
が
真
心
を
こ
め
た
お
も
て
な
し
を

ご
用
意
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
　

時
　

５
月
12
日（
土
）
　

10
時
〜
15
時

※
雨
天
決
行
。
一
部
内
容
を
変
更
さ
せ
て
い
た

　

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。（
雨
具
を
ご
用
意
く

　

だ
さ
い
）

集
合
場
所
　

奥
屋
内
上
公
民
館

募
集
人
数
　

30
人

参
加
費
　
　

　

大
人 

３
千
円

　

小
学
生 

１
千
５
百
円

　

小
学
生
未
満 

無
料
　

　

※
保
険
料
・
昼
食
代
込
み

申
込
締
切
　

５
月
10
日（
木
）

申問
西土佐体感ツーリズム事務局「山間屋」
☎（31）6474　FAX（31）6475

催
　

し

第14回 竹屋敷あめごまつり

日
　

時
　

４
月
22
日（
日
）

　
　
　
　

※

河
川
増
水
時
は
４
月
29
日（
日
）

場
　

所
　

旧
竹
屋
敷
小
中
学
校
お
よ
び
周
辺

内
　

容
　

　

・
あ
め
ご
釣
り

　

・
あ
め
ご
つ
か
み
ど
り（
幼
児
・
小
学
生
対
象
）

　

・
土
佐
中
村
一
條
太
鼓

　

・
マ
ジ
ッ
ク
、大
正
琴
の
演
奏

　

他
に
飲
食
・
物
産
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

参
加
料
　

　

・
あ
め
ご
釣
り（
エ
サ
代
込
み
）

　
　

大
人：

３
千
円
、中
学
生
以
下：

１
千
円

　

・
あ
め
ご
つ
か
み
ど
り

　
　

幼
児：

無
料
、小
学
生：

５
百
円

問
竹屋敷活性化協議会
昼：☎090-8697-4299　夜：☎（32）1852

平成24年度 いきいきクラブ会員募集 　

四
万
十
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
で
は
、
皆
さ

ん
が
健
康
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、「
楽
し
い
人
生
は
健
康
か
ら
」を
テ
ー
マ
に「
い

き
い
き
ク
ラ
ブ
」を
開
催
し
ま
す
。

　

体
力
は
年
齢
と
と
も
に
落
ち
て
き
ま
す
。
体
力

を
維
持
す
る
に
は
、
運
動
を
続
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

ダ
ン
ス
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
な
が
ら
、
楽
し
く

運
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
　

間
　

平
成
24
年
５
月
７
日（
月
）〜

　
　
　
　

平
成
25
年
３
月
中
旬

　
　
　
　

（
８
月
、１
月
は
休
み
）

日
　

程
　

毎
週
月
曜
日（
祝
日
除
く
）

時
　

間
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
　

所
　

安
並
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー 

ほ
か

内
　

容

・
準
備
運
動

　

体
を
ほ
ぐ
し
、
け
が
の
無
い
よ
う
柔
ら
か
い
体

　

に
し
ま
す
。

・
い
き
い
き
体
操

　

動
く
こ
と
を
楽
に
し
て
、
転
倒
し
に
く
い
体
に

　

し
ま
す
。

・
ダ
ン
ス
や
ゲ
ー
ム
な
ど

　

仲
間
と
楽
し
み
な
が
ら
体
力
を
つ
け
て
い
き
ま
す
。

・
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー

　
　

郊
外
に
出
て
、ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
し
ま
す
。

※

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

募
集
期
間
　

４
月
５
日（
木
）〜
26
日（
木
）

定
　

員
　

70
人（
先
着
順
）

参
加
料
　

無
料

※

た
だ
し
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料
が
必
要
で
す
。

　

64
歳
以
下：

１
８
５
０
円
、

　

65
歳
以
上：

１
０
０
０
円

　

（
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
有
効
）

申
込
方
法
　

下
記
ま
で
直
接
も
し
く
は
電
話
で
お

　
　
　
　
　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
　

集

問 申（市）教育委員会 社会体育課（安並スポーツセンター内）　☎（34）2071

玖木サーキット玖木サーキット

玖木玖木 四万十川四万十川

口屋内小学校口屋内小学校

口屋内口屋内

奥屋内上奥屋内上

奥屋内小学校奥屋内小学校

奥屋内上公民館奥屋内上公民館

口屋内沈下橋口屋内沈下橋

口屋内郵便局口屋内郵便局
口屋内大橋口屋内大橋

至江川﨑至江川﨑

黒尊川黒尊川

黒尊川黒尊川

至四万十市街至四万十市街

口屋内大橋から15㎞(約20分)
四万十市街から35㎞(約50分)
須崎I.Cから    115㎞(約140分)

空き店舗対策事業費補助制度　

中
心
市
街
地
内
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
て
新
規

創
業
や
事
業
拡
大
等
を
行
う
人
に
対
し
て
、
店
舗

改
装
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
補
助
対
象
経
費

は
店
舗
改
装
費
で
、
補
助
限
度
額
は
１
件
あ
た
り

37
万
５
千
円
で
す
。

主
な
要
件

①
高
知
県
の
空
き
店
舗
対
策
事
業
を
申
請
し
て
補

助
金
交
付
対
象
と
な
る
こ
と
。（
市
補
助
金
よ
り

先
に
県
の
交
付
申
請
手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
県
補
助
率
は
補
助
対
象
経
費
の
１
／

２
以
内
で
補
助
上
限
額
は
１
０
０
万
円
で
す
）

②
昼
間
営
業
を
行
う
こ
と
。（
夜
間
営
業
の
み
は
対

象
外
）

③
空
き
店
舗
が
属
す
る
商
店
街
か
ら
の
推
薦
を
受

け
ら
れ
る
こ
と
（
推
薦
状
が
提
出
書
類
に
必
要

で
す
）
　

問 （市）商工課　☎（34）1126
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相
　

談

定期相談所

（本庁）総務課
☎(34)1804

日本政策金融公庫 
高知支店 農林水産事業
　☎ 088(825)1091

行政相談所

無料農業経営相談

日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

社会福祉センター
４月20日（金）
13時～16時

JA高知はた
本所 3階

４月26日（木）

国や県、市の仕事に対する苦情や要望
《相談委員》武田二三生 ☎(35)6414
　　　　　正木　卓夫 ☎(37)2560

農業に関する借入相談、経営全般に関
するお悩みなどの相談（要事前予約）

教
室
・
講
座

スポーツ吹矢教室

 

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
は
、
運
動
効
果
だ
け
で
は
な
く
、
精
神
集
中
や
血
行
促

進
・
細
胞
の
活
性
化
に
も
役
立
ち
、内
臓
の
諸
器
官
に
も
よ
い
影
響
を
与

え
ま
す
。

　

ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
み
な
が
ら
、健
康
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

日
　

時
　

５
月
13
日
、20
日
、27
日（
各
日
曜
日
、全
３
回
）

　
　
　
　

14
時
〜
16
時

場
　

所
　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー 

武
道
場

講
　

師
　

和
田
浩
一

　
　
　
　

（
高
知
県
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会
土
佐
清
水
支
部
）

対
象
者
　

年
齢
不
問

※
運
動
の
で
き
る
軽
装
、室
内
シ
ュ
ー
ズ
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

  
（
用
具
は
用
意
し
ま
す
）

定
　

員
　

先
着
20
人

参
加
料
　

５
０
０
円（
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
代
含
む
）

受
付
期
間
　

４
月
10
日（
火
）〜
５
月
10
日（
木
）

申
込
方
法
　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

教
室
・
講
座

初心者卓球教室
　
　

気
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
の
代
表
種
目

で
あ
る
卓
球
。
基
礎
、
練
習
方
法
か
ら
指
導
す
る

初
心
者
の
教
室
で
す
。

期
　

間
　

平
成
24
年
４
月
３
日（
火
）〜

　
　
　
　

平
成
25
年
３
月
26
日（
火
）

　
　
　
　

毎
週
火
曜
日

時
　

間
　

19
時
〜
21
時

場
　

所
　

安
並
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
卓
球
場

対
象
者
　

小
学
生
〜
大
人

定
　

員
　

15
人

※
運
動
の
で
き
る
軽
装
、室
内
シ
ュ
ー
ズ
を
ご
用

　

意
く
だ
さ
い
。（
ラ
ケ
ッ
ト
の
無
い
人
も
歓
迎

　

し
ま
す
）

講
　

師
　

中
山
典
夫（
幡
多
卓
球
協
会
会
長
）

会
　

費
　

１
千
円
／
月

使
用
料
　

大
　

人：

１
５
０
円
／
回

　
　
　
　

高
校
生：

70
円
／
回

　
　
　
　

小
中
学
生：

50
円
／
回
　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料
　

　

大
人：

１
８
5
０
円
　

小
人：

８
０
０
円

　

※
保
険
期
間：

　
　

加
入
日
〜
平
成
25
年
３
月
31
日

受
付
期
間
　

４
月
２
日（
月
）か
ら
随
時

申
込
方
法
　

電
話
で
も
受
付
し
ま
す
。

相
　
　

談

不動産無料相談
　

（
社
）高
知
県
宅
建
協
会
の
専
任
相
談
員
が
、不

動
産
、住
ま
い
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
ご
相
談
に
お

応
え
し
ま
す
。

日
　

時
　

4
月
18
日（
水
）
　

13
時
〜
16
時

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館 

3
階 

　
　
　
　

小
会
議
室
Ⅱ

問 申
（財）四万十市体育協会（安並スポーツセンター内）
☎（34）2071

問 申
（財）四万十市体育協会（安並スポーツセンター内）
☎（34）2071

教
室
・
講
座

初心者弓道教室 　

弓
道
は
腕
・
胸
な
ど
の
上
半
身
だ
け
で
な
く
、
脚
・
腰
と
全
身
の
筋
肉

を
使
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。練
習
を
積
む
こ
と
で
、姿
勢
や
歩
き
方
が
良
く

な
る
り
集
中
力
が
つ
き
、
健
康
に
良
い
な
ど
弓
の
効
用
が
実
感
で
き
ま

す
。

　

こ
の
機
会
に
弓
道
に
親
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

期
　

間
　

６
月
４
日（
月
）〜
７
月
５
日（
木
）

　
　
　
　

毎
週
　

月
・
木
曜
日
の
10
回
　

時
　

間
　

19
時
〜
21
時

場
　

所
　

安
並
運
動
公
園
弓
道
場（
藤
柳
館
）

参
加
料
　

１
５
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

　
　
　
　

※
６
月
４
日
の
開
講
式
に
集
め
ま
す
。

対
象
者
　

一
般（
学
生
は
除
く
）

※
運
動
の
で
き
る
服
装（
ソ
ッ
ク
ス
必
要
）で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

定
　

員
　

30
人

※
参
加
し
込
み
が
少
数
の
場
合
は
教
室
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間
　

４
月
10
日（
火
）〜
５
月
15
日（
火
）
　

９
時
〜
17
時

主
　

催
　
　

高
知
県
弓
道
連
盟
幡
多
支
部

問
（社）高知県宅地建物取引業協会
 ☎ 088（823）2001

問 申
（財）四万十市体育協会（安並スポーツセンター内）
☎（34）2071

■幡多公設地方卸売市場のホームページができました
http://www.hata- ich iba .com/（市公式ホームページのトップページからもリンクしています）
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お
知
ら
せ

オートキャンプ場とまろっと リニューアル 　

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
と
ま
ろ
っ

と
で
は
、雨
の
日
で
も
安
心
し
て
泊

ま
れ
る
キ
ャ
ビ
ン
（
小
屋
）
の
人
気

が
年
々
、上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ

に
お
応
え
し
て
、今
ま
で
17
棟
あ
っ

た
キ
ャ
ビ
ン
を
、22
棟
に
増
築
し
ま

し
た
。

　

ま
た
身
障
者
用
シ
ャ
ワ
ー
棟
も

新
築
し
、古
く
な
っ
た
テ
ン
ガ
ロ
ー

サ
イ
ト
、
展
望
台
も
取
り
替
え
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　

遠
方
か
ら
帰
省
し
た
ご
家
族
、親

戚
の
方
の
宿
泊
利
用
に
も
低
料
金

で
お
す
す
め
で
す
。

料 

金  

１
泊
４
人
ま
で
１
万
円
　

（
１
人
に
つ
き
追
加
料
金
１
千
円
で

６
人
ま
で
）
　

予
約
方
法 

電
話
で
申
し
込
み
く
だ

　
　
　
　

 

さ
い

問 申 オートキャンプ場とまろっと　☎（３３）０１０１

　

鯉
の
ぼ
り
が
勢
い
よ
く
泳
い
で
い
る
時

期
に
四
万
十
川
が
初
め
て
目
に
映
り
、早
く

も
ま
た
お
雛
様
が
見
え
る
頃
に
な
り
ま
し

た
。も
う
少
し
ゆ
っ
く
り
し
て
来
て
ほ
し
い

と
ひ
そ
か
に
思
っ
て
い
ま
し
た
の
に
。光
陰

矢
の
ご
と
し
。

　

２
０
１
１
年
４
月
13
日
に
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ

グ
ラ
ム
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
初
参
加

し
、そ
の
日
に
も
ら
っ
た
Ｊ
Ｅ
Ｔ
手
帳
は
も

う
す
ぐ
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。手
帳
の
扉

に
は
以
下
の
よ
う
な
言
葉
が
書
い
て
あ
り

ま
す
。「
合
わ
せ
聞
け
ば
明
る
く
、偏
り
信
ず

れ
ば
暗
い
」
。
即
ち
限
ら
れ
て
い
る
メ
デ
ィ

ア
報
道
を
鵜
呑
み
に
し
て
し
ま
う
と
、ど
う

し
て
も
そ
の
情
報
が
『
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
』

に
な
り
が
ち
で
、外
国
の
事
柄
を
正
し
く
認

識
す
る
た
め
に
は
、多
方
向
か
ら
見
て
知
る

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。「
国
際
交
流
員
シ

ス
テ
ム
は
個
人
と
個
人
の
つ
な
が
り
か
ら

国
際
協
力
へ
と
導
き
、異
文
化
や
新
し
い
考

え
方
に
出
会
う
こ
と
で
視
野
が
広
が
り
、一

国
と
国
々
と
の
絆
が
深
め
ら
れ
る
」。

　

皆
さ
ん
は
こ
の
１
年
間
、国
際
理
解
に
つ

い
て
ど
ん
な
思
い
が
あ
り
ま
し
た
で
し
ょ

う
か
。
私
に
と
っ
て
、
こ
の
１
年
間
は
勤
務

時
間
に
普
段
の
生
活
や
行
事
参
加
と
相

ま
っ
て
、温
か
い
思
い
出
と
熱
い
思
い
出
が

溢
れ
る
一
年
間
で
し
た
。

　

着
い
た
当
初
は
温
度
的
に
高
く
は
な
く
、

肌
寒
い
初
春
で
し
た
。東
日
本
大
震
災
か
ら

１
ヵ
月
ち
ょ
っ
と
過
ぎ
た
頃
で
空
い
て
い

た
商
品
棚
が
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
見
え
ま
し
た

が
、ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
に
は
落
ち
着
き
や
励

ま
し
が
あ
っ
て
も
、決
し
て
気
落
ち
す
る
画
面

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。復
興
・
復
旧
は
終
始

貫
く
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。四
万
十
市
で
は
義
捐

金
募
集
活
動
や
寄
付
の
場
面
が
毎
日
の
よ
う

に
見
え
て
、「
子
供
を
見
に
行
く
旅
行
代
金
を

全
て
寄
付
し
ま
す
」な
ど
の
話
が
耳
に
し
て
涙

が
出
る
ほ
ど
心
温
か
く
感
じ
ま
し
た
。

　

温
度
計
の
赤
い
糸
が
徐
々
に
背
伸
び
し
て
、

待
ち
に
待
っ
た
中
国
語
講
座
と
学
校
訪
問
、そ

し
て
団
体
訪
問
で
中
国
の
事
情
を
紹
介
し
た

り
し
て
交
流
す
る
場
が
多
く
設
け
ら
れ
ま
し

た
。学
校
訪
問
で
中
国
か
ら
来
て
い
る
男
の
子

に
会
い
ま
し
た
。彼
は
日
本
語
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、責
任
感
の
あ
る
先
生
た
ち
と
優
し

い
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
助
け
に
恵
ま
れ
て
、１
学

期
で
授
業
参
加
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
の
で
す
。す
く
す
く
に
成
長
し
て
い
る
そ
の

姿
こ
そ
、両
国
の
友
好
が
咲
か
せ
た
花
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

　

７
月
の
雨
が
や
ん
で
８
月
は
無
事
に
市
民

祭
本
番
を
迎
え
、そ
の
勢
い
で
よ
さ
こ
い
祭
り

で
も
踊
っ
て
き
ま
し
た
。皆
と
の
ふ
れ
合
い
か

ら
根
付
い
て
い
る
地
域
文
化
を
こ
の
身
で
体

験
し
、地
元
の
人
々
の
明
る
さ
と
物
事
に
身
を

投
げ
込
む
姿
が
き
ら
き
ら
し
て
見
え
ま
し
た
。

人
々
の
心
の
中
に
宿
っ
て
い
る
巨
大
な
力
が
、

お
祭
り
の
中
で
一
気
に
ほ
と
ば
し
り
出
て
マ

グ
マ
の
よ
う
で
し
た
。熱
い
思
い
出
は
そ
れ
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。10
月
に
は
友
好
都
市
の

中
国
安
徽
省
亳
州
市
友
好
訪
問
団
が
来
て
、表

敬
訪
問
と
熱
烈
な
歓
迎
会
の
ほ
か
、視
察
先
で

地
域
の
実
業
者
や
市
民
た
ち
と
情
熱
溢
れ
る

懇
談
が
で
き
ま
し
た
。時
間
が
か
か
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、更
な
る
友
好
交
流
や
経
済
提
携

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

初
雪
を
ク
リ
ス
マ
ス
の
時
期
に
迎
え
て
か

ら
す
ぐ
日
本
風
の
お
正
月
に
な
り
、２
０
１
２

年―
―

日
中
国
交
正
常
化
40
周
年
の
記
念
す

べ
き
年
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。文
化
理
解
と
経

済
提
携
、民
間
と
政
治
の
交
流
が
盛
ん
に
行
わ

れ
る
１
年
に
な
り
ま
す
で
し
ょ
う
。遠
い
と
こ

ろ
か
ら
四
万
十
市
を
見
守
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、順
風
満
帆
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
祈

り
ま
す
。

　

54
週
間
は
長
そ
う
で
短
い
で
す
。そ
し
て
、

早
す
ぎ
ま
す
。さ
よ
う
な
ら
を
い
う
の
が
苦
手

な
の
で
、大
好
き
な
四
万
十
川
、四
万
十
市
の

家
族
の
皆
さ
ん
に
再
会
す
る
の
を
楽
し
み
に

し
ま
す
。

　

素
敵
な
１
年
間
を
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。市
民
の
皆
さ
ん
、ど
う
ぞ
末
永

く
ご
健
康
と
ご
多
幸
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

靳 

淑
敏
で
す

ま
た
会
い
ま
し
ょ
う

ジ
ン
　
　

シ
ュ
ウ
ミ
ン

名鹿にて



市民のひろば市民のひろば

お知らせお知らせ

　

岩
間
沈
下
橋
が
見
晴

ら
せ
る
ス
ポ
ッ
ト
に
直

販
休
憩
所
が
４
月
13
日

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。そ

れ
を
記
念
し
て
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
お
誘
い
あ
わ
せ

の
う
え
、ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

日
　

時
　

４
月
22
日（
日
）
　

10
時
〜
15
時

場
　

所
　

岩
間
沈
下
橋
斜
め
手
前
の
国
道
沿

　
　
　
　

い
の
広
場

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

・
ハ
ヤ
ン
ボ
釣
り
大
会（
受
付：

10
時
〜
）

　
　

先
着
20
人
に
道
具
を
用
意
し
ま
す
。
　
　

　
　

竹
か
ら
マ
イ
竿
を
作
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
　

賞
品
あ
り
。

　

・
西
土
佐
子
供
太
鼓「
一
番
星
」（
13
時
〜
）

　

・
も
ち
つ
き
、つ
き
た
て
も
ち
試
食

　

・
地
元
の
料
理
試
食
コ
ー
ナ
ー

※
小
雨
決
行
。た
だ
し
荒
天
時
に
は
中
止
す
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

【
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岩
間
四
万
十
茶
屋
運
営
委
員
会

　
　

☎（
５
４
）１
５
１
１
　

　
　

携
帯 

０
８
０－

６
３
８
４－

１
０
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
投
稿
者：

滝
石
典
子
）

四
万
十
茶
屋 

　

オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト

【問い合わせ先】 （財）四万十市体育協会（市民スポーツセンター内）　☎（３４）２０７１

5月～9月 各種スポーツ大会（市体育施設利用）5月～9月 各種スポーツ大会（市体育施設利用）5月～9月 各種スポーツ大会（市体育施設利用）
皆さまお誘いあわせのうえ、ぜひご観覧ください。（日程が変更になる場合があります）

　　　　期　　日
５／６（日）
５／６（日）～２０日（日）
５／１２（土）・１３日（日）
５／２０（日）
５／２７（日）
６／３（日）
　　〃
６／９（土）・１０（日）
６／１７（日）
７／１（日）
７／８（日）
７／１４（土）
７／２１（土）
７／２２（日）
　　〃
８／１８（土）・１９（日）
８／１９（日）
８／２６（日）
９／２（日）
　　〃
　　〃
９／８（土）・９（日）
９／１５（土）
９／２９（土）・３０（日）

　　　　　　　　　大　会　名
軟式野球国体幡多予選大会
幡多地区春季スポーツ大会
中央区中学校球技大会
四万十市体育協会長杯軟式野球大会
ミカサ杯ソフトバレーボール大会
高松宮賜杯軟式野球１部予選大会
フジカップ家庭婦人バレーボール大会
中学校県総体幡多予選大会
四万十市体育協会長杯バドミントン大会
家庭婦人バレーボール夏季大会
中村クリニック杯９人制女子バレーボール大会
枚方体育協会交歓球技大会
高知ファイティングドックス公式戦
四万十市体育協会長杯ソフトバレーボール大会
四万十市体育協会長杯ミックスバレーボール大会
幡多信用金庫理事長杯小学生野球大会
幡多総合武道大会
幡多地区体育会（卓球大会）
幡多地区球技大会
高知県家庭婦人バレーボールいそじ大会
スカッシュバレーボール大会
県高等学校バレーボール夏季大会
高知ファイティングドックス公式戦
幡多地区中学校新人野球大会

　　 会　　場
四万十スタジアム
運動広場他
安並アリーナ他
四万十スタジアム
安並アリーナ
四万十スタジアム
安並アリーナ
安並アリーナ他
安並アリーナ
安並アリーナ
具同体育センター
安並アリーナ他
四万十スタジアム
安並アリーナ
具同体育センター
四万十スタジアム他
安並アリーナ
安並アリーナ
運動広場
安並アリーナ他
具同体育センター
安並アリーナ
四万十スタジアム
四万十スタジアム

募
　

集

土佐一條公家行列
「藤祭り」行列参加者募集 　

春
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
彩
る

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、小
京
都
中
村

の
歴
史
に
ち
な
ん
だ
衣
装
で
延

べ
１
７
０
人
が
市
内
を
練
り
歩

き
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
役
職
に
応
じ
た
色

と
り
ど
り
の
衣
装
を
身
に
ま
と

い
、行
列
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

開
催
日
　

５
月
３
日（
木
・
祝
）

場
　

所
　

　

一
條
神
社
か
ら
市
の
中
心
市

　

街
地
を
巡
る
ル
ー
ト

募
集
人
員
　

１
３
０
人

対
象
者
　

小
学
生
〜
大
人

申
込
締
切
　

４
月
20
日（
金
）

問
土佐一條公家行列「藤祭り」実行委員会事務局
（中村商工会議所内）
☎（３４）４３３３　（担当：福留・井口）

お
知
ら
せ

トンボ公園

　自然満喫「学遊館クラブ」発足 　

ト
ン
ボ
自
然
公
園
で
は
、
こ
の
春
か

ら
四
万
十
川
学
遊
館
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト

を
ご
利
用
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
を

対
象
に
、
メ
ダ
カ
す
く
い
や
フ
ナ
釣
り
、

ク
リ
拾
い
な
ど
な
ど
、
公
園
の
豊
か
で

安
全
な
環
境
を
活
用
し
た
自
然
体
験
を

提
供
す
る
「
学
遊
館
ク
ラ
ブ
」
を
、
月
１

回
の
ペ
ー
ス
で
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
、申
し
込
み
は
、下
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 申 四万十川学遊館 ☎（３７）４１１１

完成した四万十茶屋(岩間沈下橋左岸側)

平
成
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★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く84

　

寒
さ
が
ひ
と
し
お
だ
っ
た
、
こ
の

季
節
に
も
、
少
し
ず
つ
春
が
近
づ
く

気
配
で
す
。
街
に
で
る
と
真
新
し
い

制
服
を
身
に
つ
け
た
少
年
少
女
の
、

誇
ら
し
げ
な
表
情
に
出
合
っ
て
、
唇

も
つ
い
ほ
こ
ろ
ん
で
き
ま
す
。
本
人

の
希
望
通
り
の
進
学
が
で
き
た
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
が
こ
れ
か
ら

の
幸
せ
を
ぜ
ひ
勝
ち
取
っ
て
ほ
し
い

も
の
と
念
じ
て
い
ま
す
。

　

私
に
も
、
制
服
に
憧
れ
た
時
代
が

あ
り
ま
し
た
。
金
色
の
七
つ
ボ
タ
ン
、

桜
と
錨
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
予
科
練

と
呼
ば
れ
た
若
き
飛
行
士
の
服
装
で

し
た
。ま
た
、見
習
士
官
と
よ
ば
れ
た

軍
服
姿
や
菱
形
の
角
帽
を
か
ぶ
っ
た

大
学
生
に
も
、
胸
を
と
き
め
か
せ
た

も
の
で
し
た
。

　

い
つ
か
あ
の
人
達
の
よ
う
に
、
さ

っ
そ
う
と
胸
を
張
っ
て
歩
き
、
世
の

た
め
人
の
た
め
に
命
を
か
け
る
人
に

な
り
た
い
と
思
っ
た
も
の
で
す
。

　

制
服
に
は
い
つ
の
時
代
に
も
ど
こ

の
国
に
あ
っ
て
も
人
の
心
を
揺
さ
ぶ

る
も
の
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
軍
服
（
制
服
）

を
礼
賛
す
る
風
潮
が
九
・
一
一
テ
ロ

以
後
に
特
別
に
増
え
て
き
た
と
、
昨

年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ー
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
敗
北
し
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
の
泥
沼
化
な
ど
で
、

傷
つ
い
た
帝
国
の
面
目
を
取
り
戻
す

に
は「
ヒ
ー
ロ
ー
」が
求
め
ら
れ
て
い

る
。「
戦
士
」「
英
雄
」「
使
命
」「
勇
敢

な
る
若
い
男
女
」…
…
な
ど
の
言
葉

を
使
い
た
が
る
傾
向
が
今
あ
る
の

で
は
な
い
か
ー
、と
論
文
の
著
者
ウ

イ
リ
ア
ム
・
デ
レ
シ
ュ
ー
ク
ズ
は
書

い
て
い
ま
す
。

　

制
服
と
い
う
も
の
に
は（
中
で
も

軍
服
に
は
）ヒ
ー
ロ
ー
の
要
素
が
多

分
に
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　

勇
敢
さ
と
無
私
の
心
、勇
ま
し
く

て
意
気
高
く
、漫
画
や
ア
ク
シ
ョ
ン

映
画
を
見
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
も

っ
て
い
ま
す
。戦
火
か
ら
少
女
を
助

け
出
し
た
海
兵
隊
員
、井
戸
か
ら
子

供
を
救
い
出
し
た
警
官
、ハ
ド
ソ
ン

川
に
巧
み
に
着
陸
し
乗
客
の
命
を

救
っ
た
サ
レ
ン
バ
ー
ガ
ー
機
長
の

見
事
さ
…
…
あ
の
制
服
や
ユ
ニ
フ

ォ
ー
ム
の
眩
し
さ
は
感
動
を
よ
び

ま
し
た
。

　

で
も
、い
つ
か
見
た
あ
の
世
界
大

戦
の
ニ
ュ
ー
ス
映
画
、雨
の
国
立
競

技
場
に
数
千
の
学
生
た
ち
が
、制
服

に
銃
を
担
が
さ
れ
軍
靴
を
そ
ろ
え

て
び
し
ょ
濡
れ
で
行
進
し
た
姿
は

今
も
涙
と
共
に
思
い
出
し
ま
す
。

　

ヒ
ー
ロ
ー
の
必
要
は
な
い
。み
ん

な
が
普
通
の
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
、

そ
う
願
い
な
が
ら
、街
の
若
者
た
ち

の
背
を
目
で
追
っ
た
こ
と
で
し
た
。

　

四
万
十
市
人
権
啓
発
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
　

衞

お
誕
生

　

お
め
で
と
う

お
誕
生

　

お
め
で
と
う

中
脇
 

陽
菜

稲
田
 

健
晟

田
邊
　
 

凜

沖
本
 

翔
夢

松
本
 

心
結

永
山
 

斗
優
真

那
須
　
 
　

心

中
野
 

和
花

澳
本
　
 

蒼
也

坂
下
 

怜
音

久
武
 

暖
明

坪
田
 

愛
梨

今
村
 

心
咲

勝
　
 

樟
一

水
田
 

優
心

威
能
 

享
昌

沖
本
 

虹
湖

  

ひ   

な

 

け
ん
せ
い

 

り
ん

し
ょ
う
ま

  

み   

ゆ

 

と    

う   

ま

り
ゅ
う
し
ん

  

わ    

か

 

そ
う  

や

  

れ    

ん

 

は
る
あ
き

 

あ
い 

り

   

み 

さ
き

し
ょ
う
い
ち

   

ゆ 

じ
ん

き
ょ
う
す
け
 

   

に   

こ

周
司

智
洋

友
和

竜
也

真
和

真
吾

剛純
三

隼
也

賢
一

功
典

靖
史

征
史

伸
彦

芽
依

英
明

匠
平

（
平
成
24
・
２
・
６
〜
平
成
24
・
３
・
５
届
分
）
（
平
成
24
・
２
・
６
〜
平
成
24
・
３
・
５
届
分
）

ご
冥
福
を

　

お
祈
り
し
ま
す 

      

中
村
丸
の
内

中
村
本
町

中
村
京
町

中
村
一
条
通

右
山
元
町

右
山
元
町

中
村
丸
の
内

右

山

安

並

佐

岡

秋

田

古

津

賀

古

津

賀

入

田

具

同

具

同

渡

川

森

沢

楠

島

有

岡

山

路

間

崎

井

沢

井

沢

蕨

岡

甲

岩

田

佐

田

佐

田

西
土
佐
藤
ノ
川

西
土
佐
江
川
﨑

西
土
佐
用
井

西
土
佐
用
井
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中
村
丸
の
内

右

山

右

山

右
山
天
神
町

中

村

安

並

秋

田

古

津

賀

古

津

賀

具

同

渡

川

具
同
田
黒

赤

松

町

有

岡

伊

才

原

岩

田

西
土
佐
江
川
﨑

浦
田
 

藤
野

森
 

加
美

南
 

照
一

山
﨑
 

保
惠

溝
渕
 

恭
敬

渡
邊
 

千
惠
子

東
 

清
加

井
上
 

タ
ケ
子

増
田
 

覺

山
岡
 

梅
尾

祖
父
江
 

初
美

吉
尾
 

信
子

田
村
 

周
造

杉
嶋
 

日
出
男

宮
野
 

政
則

渡
邊
　
　

妃

岡
村
 

富
喜

清
水
 

並
子

藤
原
 

　

吉

　

西
 

義
繁

矢
野
川
 

八
榮

岡
本
 

忠
子

岡
田
 

知
浩

野
並
 

昭
夫

寺
田
 

群

池
上
 

玉
子

住
　

所

保
護
者

赤
ち
ゃ
ん

住
　

所

享 

年

氏
　
　

  

名

戸
梶
 

一
郎

佐
田
 

道
惠

芝
 

直
之
介

尾
﨑
 

正
己

畦
地
 

有
二

永
澤
 

利
彦

ら
い
さ
ん

場　所　（本　　庁）税務課 資産税係
　　　　（総合支所）税務課 西土佐税務分室
期　間　4月2日（月）～5月31日（木）
縦覧できる人
土地・家屋の固定資産税納税者、委任状持参者、納税管理人
※手数料は無料です
【問い合わせ先】
（本　　庁）税務課 資産税係 ☎（35）4428
（総合支所）税務課 西土佐税務分室 ☎（52）1111

土地価格等・家屋価格等縦覧帳簿をご覧いただけます土地価格等・家屋価格等縦覧帳簿をご覧いただけます土地価格等・家屋価格等縦覧帳簿をご覧いただけます
「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」、「
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
ま
す
」
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
に
つ

い
て
は
、
ご
家
族
の
希
望
を
聞
い
て
掲
載

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

（
本
庁
）市
民
課
　

☎（
３
４
）１
１
１
３

　

ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

849585625370
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㈲カキタニ設備
岡崎プロパン㈱
㈲夕部設備
西南管工
㈱奥宮工業
㈲大同設備
㈲石井建設
㈲山下建設
豚座建設㈱
㈲平野水道
溝渕設備
森下住宅器機
土居水道工事店
中村水道工事センター
㈱中村住設

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）

日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（

土
日
土
日
土
日
土
日
月
木
金
土
日
土
日

7
8
14
15
21
22
28
29
30
3
4
5
6
12
13

4

5

月

月

さくらクリニック
市民病院
佐々木整形外科
森下病院
正木整形外科
幡多病院
吉井病院
竹本病院
市民病院
山下整形外科

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）

日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（

日
日
日
日
月
木
金
土
日
日

月

月

4

5

8
15
22
29
30
3
4
5
6
13

☎（ 3 5 ）2 5 5 5
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 4 ）7 1 7 7
☎（ 3 4 ）2 0 3 0
☎（ 3 4 ）5 2 5 2
☎（ 3 4 ）6 2 1 1
☎（ 3 4 ）5 0 0 5
☎（ 3 5 ）4 1 5 1
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 4 ）0 5 1 1

☎（ 3 3 ）0 6 6 0
☎（ 3 5 ）3 4 5 8
☎（ 3 7 ）3 3 8 3
☎（ 3 6 ）2 5 5 4
☎（ 3 7 ）5 1 5 1
☎（ 3 5 ）4 8 7 9
☎（ 3 3 ）0 4 0 4
☎（ 3 3 ）0 6 5 3
☎（ 3 4 ）6 0 3 1
☎（ 3 5 ）2 3 1 6
☎（ 3 4 ）3 7 3 4
☎（ 3 4 ）4 8 5 5
☎（ 3 2 ）1 0 9 5
☎（ 3 5 ）4 3 2 3
☎（ 3 4 ）3 6 2 1

人（
人（
人（
戸（

－ 21
－   6
－ 15
   +   1

）
）
）
）

36,057
17,022
19,035
16,309

人
人
人
人

71
63
19
48

2

　

自
分
が
広
報
の
編
集
に
携
わ

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
早
く

も
２
年
目
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。毎
月
、市
外
の
家
族
に

広
報
を
送
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
欄
に
自
分
の
名
前
が
な
か
っ

た
と
き
は
、
必
ず
と
い
っ
て
い

い
ほ
ど
「
今
月
は
後
記
書
い
て

な
か
っ
た
ね
。異
動
っ
た
？
」と

い
う
電
話
が
か
か
り
ま
す
。

　

４
月
は
異
動
の
シ
ー
ズ
ン
で

す
が
、
自
分
は
と
り
あ
え
ず
現

状
の
ま
ま
の
よ
う
で
す
。

　

こ
の
１
年
も
、
よ
り
皆
さ
ま

に
親
し
ま
れ
る
よ
う
な
紙
面
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
　
　
　
　

  

（
誉
也
）

広報

広報

「広報四万十」5月号は5月2日(水)発送予定です「広報四万十」5月号は5月2日(水)発送予定です「広報四万十」5月号は5月2日(水)発送予定です

今月の統計調査4月

調　査　名 実施状況調　査　該　当　地　区

実施中

実施中

実施中

実施中

準備調査中

家計調査
右山元町2～ 3丁目、駅前町、
一条通3～ 5丁目

家計消費状況調査
不明
※国主管の調査のため該当地区の
　詳細は不明です

個人企業経済調査 中村東町、中村於東町、中村新町、
中村一条通、中村大橋通

実施中
毎月勤労統計調査
（二種）

西土佐

労働力調査
東町1丁目、三ツ又

楠島

調査員は顔写真つきの調査員証を携帯しています。
調査員が訪問した際にはご確認ください。

【問い合わせ先】
（県）総務部 統計課　☎ 088(823)9344

※当番については変更になる場合がありますので、各医療機関へ
　事前に電話でお問い合わせください。

水道の使用を開始・中止するときは…
引っ越しなどで水道の使用を開始、中止または使用者の名義
を変更するときは、事前に下記までご連絡をお願いします。

【問い合わせ・連絡先】
（本　　庁) 水　道　課　☎（34)1711
（総合支所）産業建設課　☎（52)1111

4
平成24年

★ 

休
館
日
の
案
内 

★

一
般
書

4 （406冊）

児
童
書  

え
ほ
ん

/

はじめての機械設計

検証「大震災」

降霊会の夜

残念な日々

少女は卒業しない

動物と分かちあう人生

ＰＫ

ブータン王室はなぜこんなに愛されるのか

岡村　大(三里出身)

毎日新聞「震災検証」取材班

浅田　次郎

ディミトリ・フェルフルスト

朝井　リョウ

エリザベス・オリバー

伊坂　幸太郎

田中　敏恵

オスカー・ピル　上下

ケイン・クロニクル　１

震災が教えてくれたこと

スティーブ・ジョブズの生き方

せんをたどって　がっこうへいこう

とうさんとぼくと風のたび

東北んめえもんのうた

ゆめのスカイツリー

エリ・アンダーソン

リック・リオーダン

今野　公美子

カレン・ブルーメンタール

ローラ・ユンクヴィスト

小林　豊

長谷川　義史

accototo(あっことと)

★ 

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
お
は
な
し
会 

★

　

４
／
23
〜
５
／
12
の
〝
こ
ど
も
の
読
書
週
間
〞
に
合
わ
せ
た
関
連
行

事
と
し
て「
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
お
は
な
し
会
」を
し
ま
す
。「
ス
ト
ー

リ
ー
テ
リ
ン
グ
」と
は
、絵
本
や
ほ
か
の
道
具
を
使
わ
ず
、語
り
手
が
昔

話
な
ど
の
お
は
な
し
を
語
る
こ
と
で
す
。
ぐ
っ
と
ひ
き
こ
ま
れ
る
お
は

な
し
の
世
界
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
　

時
　

４
月
22
日（
日
）
　

10
時
30
分
〜
11
時

場
　

所
　

市
立
図
書
館 

お
話
の
部
屋

語
り
手
　

武
田
由
紀
さ
ん（
予
定
）
　
　
　
　
　
　
　

対
　

象
　

４
歳
以
上

※
申
込
不
要
。途
中
か
ら
は
入
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
、時
間
に
遅
れ

　

な
い
よ
う
に
お
い
で
て
く
だ
さ
い
。
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立
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書
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３
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２
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開館時間　9：00～18：00
April

４
月
９
日
（
月
）
定
　

休
　

日

　
　

16
日
（
月
）
定
　

休
　

日

　
　

23
日
（
月
）
定
　

休
　

日

　
　

27
日
（
金
）
館
内
整
理
日

　
　

29
日
（
日
）
昭 

和 

の 

日 　
　

30
日
（
月
）
定
　

休
　

日

５
月
３
日
（
木
）
憲
法
記
念
日

　
　

４
日
（
金)

み
ど
り
の
日

　
　

５
日
（
土
）
こ
ど
も
の
日

　
　

７
日
（
月
）
定
　

休
　

日

か
わ
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